
〈心 身障害学級 「個別の教育 支援 計画」部会〉

研究 主題

「心 身障 害学級(固 定学級 ・通級 指導学級)に 在 籍又 は通級す る児童 ・生徒 一人一

人の教 育ニーズに応 じた個別の教 育支援計画の開発」

研究 の概要

心身障害学級 にお いては、個別指導計画 の作成が 定着 して きた ところであ る。

本部会は、教育、保健 ・医療 、福祉 、労働等 と連携 し策定す る 「個別 の教 育支援 計

画1の 普及に努 めてい くため、以 下の研究開発 を行 った。

O心 身障 害学級(固 定学級 ・通級指導 学級)の 「個別 の教育 支援 計画」 の書 式 と

策定手順 について

O支 援組織の構 築 と 「個別 の教育 支援 計画」 の活用 につ いて

O心 身障害学級(固 定学級 ・通級指 導学級)で の活用事例 につ いて

1研 究 の 目的

小 ・中学校 の 心身障害学級(固 定学級 ・通級指導 学級)に おいては、 「東京都特別 支

援 教育推進計画」に基づ き、平成19年 度 までに 「個別 の教 育支援 計画」の策定の準備 を

進 め、関係機 関等 との連携 に よる支援体制 を構 築 してい く必要があ る。

本研究は、この 「東京都 特別 支援 教育推進 計画 」に基づ き、心身障害学級(固 定学 級 ・

通級 指導学級)の 「個別 の教育 支援 計画」の策定 に向 けて、その書 式や策定手順等 の研

究 ・開発 を行 う。

皿 心 身 障 害 学 級(固 定 学 級 ・通 級 指 導 学 級)に お け る 「個 別 の 教 育 支 援 計 画 」 の

作 成 と 活 用

1「 個別 の教育支 援計 画」 の 目的

心身 障害 学級 に在 籍 す る児童 ・生 徒や 通級 に よる指 導 の対象 となっ ている児 童 ・生 徒 に

っ いて は、関係機 関 と連 携 した学 校全 体 での適 切 な対応 や 、障害の ない 児童 ・生 徒 との交

流及 び 共 同学習 の促 進 、担 当教 員 の専 門性 の 向上 な どが課 題 とな ってい る。

「個別 の教 育 支援 計 画」は、障害 の あ る児 童 ・生 徒 の一 人 一人の教 育ニ ーズ を正確 に把

握 し、適 切 に対応 して い くとい う考 え方 の下 、長期 的 な視 点 で乳 幼児期 か ら学校 卒 業後 ま

で を通 じて 一貫 して的確 な支 援 を行 うこ とを 目的 とす る。

また 、この支援 は、教 育 のみ な らず 、保健 ・医療 、福祉 、労働 等の様 々な側 面 か らの取

組 が必 要で あ り、関係機 関、関係 部局等 との密接 な連 鳩 協力 を確 保す るこ とが不 可 欠 で あ

る。そ の よ うな意味 か らも、「個 別 の教 育支援 計 画」は、各 支援機 関 等が連 携 して 、児 童 ・

生徒 の一'人一人 の教 育 ニー ズに応 じた支援 を効果 的 に実施 す るた めの 計 画で あ り、地 域社

会 に生 き る個人 と して 、各支援機 関が 、連携 協力 し、的確 ・具体 的な 支援 を して い くた め

の道具(ツ ール)と してい く。
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2「 個 別 の教 育支 援計画 」の 策 定の対 象

「個 別 の教 育支援計画 」 は 、区市 町村 立幼稚 園 、小 ・中学校 ・都 立高等 学校 に在籍 す る

障 害 の あ る幼児 ・児童 ・生徒 を対 象(以 下、 「児 童 ・生徒 」 とい う)に策 定す る。

本部 会 は 、小 ・中学校 の 心 身 障 害学 級(固 定学 級 ・通 級 指 導 学級)に 在 籍 又 は 通

級 す る児童 ・生徒 の た め の書 式 を開 発 した。

3「 個 別の教 育 支援計画tの 具 体的 な 内容

(1)児 童 ・生徒 の プ ロフ ィー ル

・氏名 、生年 月 日、性 別 等 ・教育 ニー ズ ・在 籍校 ・前籍 校等

*教 育 ニー ズ とは、 単 に障害名 や保 護者 の希 望 を言 うの では な く障 害に基 づ く種 々 の

困難 を言 い、学校生 活 を送 る上 での課 題 を含 めた もの とす る。

(2)現 在 ・将来 につ いて の希 望

(3)支 援 の 目標 、必 要 と思 われ る支援 内容

(4)在 籍 校 の支援

(5)支 援機 関 の支援

・支援 の領域 ・支援 機 関 名 ・担 当者 ・連 絡 先 ・支援 内容

*通 級 指導学級 も支援機 関の一 つ とす る。

(6)支 援 内容 の評価 と課題

(7)支 援 会議 の記録

(8)作 成 日、作成 責任者 及 び保護者 確 認欄

4「 個 別の支 援計画 」 と 「個 別指導 計 画」 等 との関 連

(ユ)「 個別 の教 育支援 計画 」 と 「個 別指 導計 画]の 関連

学校 が 中心 とな って策 定す る 「個別 の教 育支援 計 画」 は、本 人や保護 者 と ともに策

定す る こ とが必 要で あ り、一人 一 人 の教 育 ニー ズ に応 じた様 々な支援機 関の連携 を促

す ツール で あ る。 これ に対 して、 「個別 指 導計 画」 は 、 「個 別 の教 育 支援 計画 」 に基 づ

き 、学校 教育 の中で 、児童 ・生徒 の障害 に応 じた指 導 を きめ細や か に行 うた め に一 人 一

人 の指 導 目標や 内容 、方 法な どを保 護者 との連携 ・協力 の も とに各教科 ・領 域 にわ っ

て作 成す る もので あ る。

また 、各 学校 で実践 した 「個別 指 導計画 」は、 「個別 の教 育支援 計画」の捕 助 資料 と

して添付 し、一 人一人 の資料 お よび 記録 と しての役 割 を もつ こ とにな る。「個 別 の教 育

支援 計画 」の 「支援 目標 」 を達 成 す るた め、指 導 目標 設定 の 重要 さに加 えて 、指 導 の

手 だて を広 い視 野で 考 えてい くこ とが必要 で あ る。

通級 に よる指 導 にお いて は、 児 童 ・生徒 の保 護者 か らの入級 希望 を受 けて 区市 町 村

教育委 員 会の入 級 に関す る委 員会 で必 要性 が判 断 され る と、 各学校 では 、通 級 指導 学

級 と連 錺 して 、特別 の教 育課程 を編成 す る。 また、 指導 の内容や 時 間数 を決 め 、通級

に よる指 導 を開始す る とと もに 「個別 の教 育支援 計 画」や 「個 別の指 導 計画 」 を在 籍

校 の担 任 や特別 支援 教育 コーデ ィネー ター と連携 ・協力 し策 定 ・作成 をす る。

特 に 、「個別 の教 育支援 計画 」の策定 に 当た っ ては 、本 人 を取 りま く学校 、通級 指 導
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学級 、医療や 福祉 な どの地域 機 関 と緊密 に連携 して 、本 人の教育ニ ー ズに合 っ た支 援

の 目標 を立 て、計 画的 に支援 してい くこ とが必 要 で あ る。

(2)「 個別 の教 育支援 計 画」 と 「就 学支援 計 画」 や 「個 別移行 支援 計画 」 との 関連

「就 学 支援 計 画」や 「個別 移行 支援 計画1は 、「個 別 の 教育支 援計 画tに 含 まれ る もの

であ り、就 学や就 労 の移行 期 に特 に必要 が ある場合 に作成 す るものであ る。

各 種計 画等関 連図

重 点施 策5か 年計 画

平成14年

瞳害者

基本計画

個別の支援計画

乳幼児か ら一生涯にわた り一rrLk、 教育、福祉,医 療、労盤の関蓮確閲の支援

く盲 ・ろ う ・養 謹 学 校 に お い て 平成i7年 まで に 策 定)

教育の視点から対応

個別指導計画

個別の教育支援計画

就学支援計画

個別移行支援計画

LD等 を含 め障害のある児童 ・生徒一人一人の教育ニーズに応 じたきめ細かい

指導 を実現す るために、学校 が保護者 からの意 見等を十分に踏まえて作成す る児

童 ・生徒一人一人の指導計画のこと。

教育、保健 ・医療、福祉、労働等の連携に基 づき、乳幼児か ら学校卒業 までの
一貫性 のある支援 を目的 としてLD等 を含 め障害のある児童 ・生徒一人一人の教

育ニーズに応 じて策定 され る計画のこと。

LD等 を含 め障害のある児童 ・生徒一人一人の適切な就学や就学後の教 育内

容 ・方法の充実等を図るため、幼稚園、保 育所、療育機 関等の職員が保護者 とと

もに作成す る計画の こと。

職業教育や進路指導の充実を図るとともに、盲 ・ろ う ・養護学校の高等部 に在

籍す る生徒一人一人の自立と社会参加 を支援す るため、学校、進路先、保護者等
が ともに作成する計画の こと。
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皿 「個 別 の 教 育 支 援 計 画 」 の 作 成 と活 用

1r個 別の教育支援計画」の書式例

(1)固 定学級 に在籍する児童 ・生徒のための 「個別 の教育支援計画」書式例

個 別 の 教 育 支 援 計 画(表)固 定学級在籍児董・生徒用
ふりがな 蛙 別 生年月 日 年 月 日生1歳

本人氏名 保護者氏名

住 所 〒

電話番号 1()手 慢1紐 度1(平 成 年 月交付)

教育ニーズ

在籍校
立 学校 年 組(級} 学級担任

住 所1〒 電話番号 フ ァクシミリ

前霜校等 学級担任 電話番号

平成 年 月 日 氏名
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支援の記録と評価(裏)

実施時期 担 当 内 容 評 価

個 別 の 教 育 支 援 計 画 と は 、 こ の よ う な 計 画 で す 。

① お 子 さん(ま た は 、 あ な た)が 、 必要 と して い る支 援 を適 切 に受 け られ る よ うに,学 校 と保 謹者 及 び 本 人{あ な

た}と 、 関係 支援 機 関 と が協 力 して 策 定 す る計 画 で す 。

② 国 の 方 針 に よ って 、平 成17年 度 か ら、 都 立 の 盲 学 校 、 ろ う学 校 ま た は 養 護 学 校 に在 籍 す る 幼 児 ・児 童 ・生 徒 に

は 、全 貝 、 この 計画 を策 定す る こ と にな り ま した 。

ま た 、小 ・中 学校 の 心身 随 害 学 紐 に通 う児童 ・生 徒 や 、 通 常 の学 綴 で 支 援 を 必 要 と して い る 児 童 ・生 徒 に も,今

経 この 計画 を 作 っ て い く こ とに な ります.

③ こ の 計 画 の内 宿 は 、個 人 情 軸 で す の で,保 護 者 や 本 人{あ な た)の 同 窓 が な い 場 合 は,他 の 人 に 見 せ た り渥 した

りす る こ とは あOま せ ん 。

④ 関係 す る支 援 搬 関 とは,教 育 〔今 ま で通 っ て い た 学 校 な ど〕、保 健 ・医療(病 院 や 保 健 所 な ど}、 福 祉(福 祉 亭 務

所 な ど},労 偏(胱 労 に 関す る相 談機 関 や 就 臓 先 な ど),そ の 他 、 保 護 者 や 本 人(あ な た}が 支援 を 受 け る機 関 を い

い ます 。

こ の 計 画 づ く りに必 要 な支 援 機 関 を、 学 校 の 担 当 者(担 任 》 ま で お 知 らせ くだ さい 。

⑤ 計 画 は 、 は じめに.保 護 者 や 本 人(あ な た)と 学 校 で 作 り、 次 に 、 支援 機 関 の 意 見 も聞 きな が ら、 計 画 を 作 り上

げ てい き ます 。

関係 者が 一 堂 に集 ま って 話 し合 え る場(「 支 援 会 議 」 とい い ます 。〕 が もて る よ う、 調 整 して い きます 。

⑥ で き あが っ た 計画 は 、内 容 を必 ず 碓 認 して くだ さ い 。

保 護 者 や 本 人(あ なた)の 了解 が あ る場 合 は.衷 に 書 かれ て い る支 援 機 関 に も この 計 画 の 写 しを 濃 して 、 適 切 な

支 援 を 実施 す る よ うに 努 め てま い り ます。 この こと を,御 了解 い た だ け る 場 合 は 、 碓 認 の サ イ ン を お願 い しま す 。

渡 してほ しく な い場 合 や 、知 らせ た くな い 内 容 が あ れ ば 、 薩 しま せ ん の で,御 遠 慮 な く申 し出 て く だ さ い 。

⑦ ま た 、新 た に連 携 す る関係 機 関 な ど、 この 計画 を渡 す 必 要が 生 じた と きに は 、 そ の都 度 、連 絡 を いた しま す。

⑧ 計 画 は 、原 則 と して 年度 末 に評 価 を し、必 要 な 見 直 しを して い き ます 。 必 要 に応 じ 、年 度途 中 に 、見 直 す こ とも

あ りま す.

こ の 計 画 に対 す る質 問 や 要 望 が あ り ま した ら、 御 遠慮 な く学校 の 担 当 者 に 申 し出 て くだ さい。
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(2)通 級 指 導 を必要 とす る児 童 ・生徒 の ための 「個 別 の教 育支援 計画 」書式 例

個別の教育支援計画(表)通 級指導対象児童性徒用
ふり茄な 性 別

・・邑
生年月 口 年 月 日生1歳

冒闇

本人氏名 保護者氏名

住 所 〒
本人・保護者

電話番号 1()手 帳卜 紐・度1(平 成 年 月 交付}

教育ニーズ

在籍校
立 学校 年 組〔級) 学級担任

住 所1〒 電話番号 ファクシ ミリ

前籍校等 学級担任 電話番号

私は.以 上の内容を了解し、写しを支擾機関に渡すことについて同意しました。

平成 年 月 日 氏名
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(3)支 援 の記録 と評価(裏)記 入 上の 留意事項

支援の記録と評価(裏)

実施晴期 担 当 内 容 評 価

r

、

、
時系列に記入す る。

.1

一

i
「

漏

、
支援会議 の内容 を記入 す

る、

一

一

1M

隅. .F..,馬 凋

、支援 会議
に集 ま った 支

援 機 関 につ い てす べ て

記入す る。

r

r
支援会議の成果 に

ついて記入する。

L

、燭

、蝿

r
個人情報の取扱いについて

は、必ず保護者に説明する。

㌦
i

脚 可 h孔 ¶_

禰荊あ醗 配区援計画 とは、この ような計画です。

① お 子 さん{ま たは 、あ なた)カ{、 必 要 と して い る支 援 を遺 切 に 受 け られ る よ うに 、 学校 と保 護 者及 び本 人{あ な

た}と 、関係 支 援機 関 とが 協力 して 策 定 す る計 画 で す。

② 国 の方 針 に よ っ て 、平 成17年 度 か ら 、郡 立 の 盲 学校 、 ろ う学 校ま たは 養護 学 校 に在 範 す る幼 児 ・児 童 ・生 徒 に

は 、 全 員 、 この 計 面 を 策 定 す る こ とに な り ま した。

ま た 、小 ・中 学校 の 心 身 障 害 学 級 に通 う児 童 ・生 徒 や 、通 常 の 学 級 で支 援 を必 要 と して い る児 童 ・生 徒 に も 、 今

径 こ の計 画 を作 っ て い く'ことに な りま す.

③ こ の計 画 の 内 容 は 、個 人 情 韓 で す ので 、保 護 者や 本 人(あ な た)の 同意 が な い 場 合 は 、他 の 人 に見 せ た り渡 した

りす る こ と はあ りま せ ん。

④ 関 係 す る 支 援機 関 とは 、 教 育(今 ま で通 っ て い た 学校 な ど}、 保健 ・匿 療(病 院 や 保 健 所 な ど}.福 祉{福 祉 事 務

所 な ど)、 労 働 〔就 労 に 関 す る相 談 機 関 や 就 職 先 な ど)、 そ の他 、 保 謹 者 や 本 人(あ な た)が 支 援 を受 け る機 関 を い

い ま す,

こ の計 画 づ く りに 必 要 な 支援 機 関 を、 学 校 の 担 当者(担 任}ま でお 知 らせ くだ さい 。

⑤ 計 画 は 、 は じめ に 、保 護 者 や 本 人{あ な た)と 学 校 で 作 り、 次 に、 支 援 機 関 の 意見 も 聞 き な が ら、 計 画 を 作 り上

げ て い き ます 。

関 係 者 が 一 堂 に集 ま って 話 し合 え る場(「 支援 会膳 」 とい い ます 。}が もて る よ う、 調歴 してい きま す 。

⑥ で き あが っ た計 画 は 、 内 容 を必 ず 確認 して くだ さい 。

保 護 者 や 本 人{あ な た)の 了解 が あ る 場 合 は 、 衷 に書 かれ て い る支 援 機 関 に もこ の 計 画 の写 しを 渡 して.適 切 な

支 援 を実 施 す る よ うに 努 め て ま い りま す 。 この こ と を 、御 了解 い た だ け る 場 合 は 、碓 謡 の サイ ンを お願 い し ます 。

渡 して ほ し く ない 場 合 や 、 知 らせ た く ない 内 容 が あ れ ば 、 護 しませ ん の で 、 御 遠慮 な く申 し出て くだ さい 。

⑦ ま た 、 新 た に連 携 す る 関係 機 関な ど、 こ の 計 画 を 蹟す 必 要 が 生 じた とき に は 、 その 都 度.連 絡 を い た しま す 。

⑧ 計 画 は 、原 則 と して年 度 末 に 評 価 を し、必 要 な見 置 しを して い きま す.必 要 に 応 じ、 年度 譲 中 に 、見 直 す こ と も

あ ります.

こ の 計 画 に対 す る質 問 や 要 望 が あ りま した ら、 御遠 慮 な く学 技 の担 当者 に 申 し出て く だ さい。
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2「 個 別の 教 育支 援計 画」 の基 本 的 な筆定 プ ロセ ス

(1)固 定学級 に在 籍す る児童 ・生徒 の た めのr個 別 の教 育 支援計 画』策 定 のプ ロセ ス
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① 策 定 のプ ロセス

④ 教育ニーズの把握/支 援 目標 の設定
・実態 把握表 を作 成す る。

・4月 又 はそれ 以 前 に心身障 害学 級担任 が 、本 人 ・保 護者 か ら、 どの よ うな教 育

ニー ズ があ るのか希 望用 紙 を用 い て聞 き取 る。個 人 面談、家庭 訪 問の機 会 を と

らえて の直接 的な聞 き取 りも考 え られ る。

・4月 中 に本人、保 護者 との確認後 、担任 が支 援 目標 を設 定す る。これ に際 して 、

新入 生 ・転 入 生に っい て は、就 学 相談 資料 、就 学(入 学 ・転入 学)前 支援機 関

に よる指導 資料や就 学 支援 計画等 を活 用す る。 他学年 につ いては 、引継 ぎ資 料

等 を活 用す る。

・設 定 され た支 援 目標 は、心身 障害 学級 担任 又 は必要 に応 じて特 別 支援 教 育 コー

デ ィネ ー ター が調整 ・確認 す る。

⑤ 支援 目標 の鯉 ・決定/支 援内容 の設定、
・校 内委 員会 で、児 童 ・生徒 の 実態 と希望 を考 え合 わせ 心身 障害学級 担 任 によ り設

定 され た支援 目標 が適切 であ るか どうか を検 討 の 上、決 定す る。

・決 定 され た支援 目標 を本 人 ・保 護者 と確認 す る
。 また 、 この校 内委員会 で支 援

目標 の達 成 のた めの具体 的 な支援 内容 も検討 、設定 す る。 在籍 校 で行 う具体 的

な支援 内容 につ いて も、 この場 で決定 す る.

◎ が ま っ て い ケ ー ス は の ・ ワー ク ・一 で 一 ス

・既 に支援機 関 での支援 がス ター トして お り、引 き続 き 同様 の支援 内容 を行 っ て

い く場合 は 、心身 障害 学級担任 が調整 を行 う。

・既 存の ネ ッ トワー ク を利 用 して支援 機 関 が決 定で き る場合 も
、心身障害 学級 担

任が 具体 的な 支援 の調整 を行 う。

④ 新たな支援機 関を探す必要があるケース

・心身 障害 学級 担任 や 特別支援 教 育 コー デ ィネー ター を 中心に 、区市 町村 で設 置

す る特別 支援連携 協議 会(エ リアネ ッ トワー ク校 運 営連絡 協議 会 、関連す る学

校 、保 護者 等)と 連絡 を取 り、適 切 な支援機 関 を探 し出す、

◎ 支援内容の決定 く支援会議 〉
・支援機 関 決定後 、支援 会議 を開 く。

・支援 会議 は本 人、保護 者 、心身 障 害学 級担任 、特 別支 援教 育 コーデ ィネー ター

支援機 関 の代表 が参加 す るこ とを原 則 とす る。

・本 人 、保護 者 の同意 を得 て支援 内容 が継 続す る揚 合 な ど、電話連絡 等 で会議 に

代 え るこ ともあ る。

・個 々の支援 内容 が決 定 した ら、職 員 会議 等 で報告 し、全職員 の情報 の共有化 を

図 る。

① な 撫鱒 〈 △一 愚 ム 〉
・本 人 、保 護者 、支援機 関 か らの情 報 を も とに 、心身 障害学 級担任 が 、校 内 の担
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任会 等 で検討 し、ま とめる。 その 際、 図画工 作(美 術)や 音 楽 の教科 担 当が 必要

に応 じて参加 す る。 そ の結 果 を職 員 会議 や 学年 会等 で報 告す る。

③ 葦 の"`'レ 〈 ム 〉
・心身 障害 学級 担任 や特 別 支援教 育 コーデ ィネ ー ター を 中心 に して校 内委 員会 で

評 価 を 、集 約 し、 次年 度の方 向性 を示す。

・支援 の継続 の揚合 は、 再び 「教 育ニーズ の把握/支 援 の 目標」 の プ ロセスへ 戻

り、前年 度の 評価 に基 づ き改 善 を行 う。

・新 たな 教育ニ ーズ が出 され た場合や 計画 策定 か ら3年 を経 過 した場 合 は 、再び

「教 育 ニー ズの把握/支 援 の 目標」 へ戻 り、支援 目標 、 内容の 見直 し ・改善 を

行 う。

② 固定 学級 に在 籍 す る児童 ・生徒 の ための 「個別 の教 育 支援計 画」 の 工夫

ア 期 間に っいて

・特別 支援 教育 対象 の児童 ・生徒 の将来 を見据 え、長 期 にわ た る支援 の 目標や 内容

を設 定す る必 要が あ る。 そ のた め、本部会 で は、 「個 別 の教育 支援 計画 」の 見

直 し ・改善 を3か 年 とし、支援 の 目標 、 内容 を記 載す る こ とに した 。毎 年 、年

度 末 に心 身障 害学級 担任 や特別 支援 教育 コー デ ィネ ー ター を 中心 と した校 内委

員会 で の評価 の集 約 、 検討 を通 して、そ こで の確 認 され た 内容 を もとに 、心 身

障害 学級 担任 力判 年 ご とに加 筆訂 正 し、 場合 によ り見直 し ・改善 を行 う。

・策 定以 降 に出て きた新 た な教 育 ニー ズへ の対応 や 大 幅な修 正が 求 め られ る場 合

に は、3か 年 に限 らず にそ の時 点 で新 た な計 画 を 立案 して い くこ と も考 える。

イ 教 育ニ ーズ につい て

・単 に 障 害 名 や 保 護 者 の 希 望 を 言 う の で は な く 障 害 に 基 づ く 種 々 の 困

難 を 言 い 、学 校 生 活 を 送 る 上 で の 課 題 を 含 め た も の で あ る ため、 「盲 ・

ろ う ・養 護学 校の 個別 の教 育支援 計画」 で は 、 「障 害」 とな って いた欄 を 「教

育 ニー ズJと した 。 また 、心身 障害 学級 で学 習す るこ とが 、本 人 に とって適 切

で あ る理 由を記入 す る よ うに した。

ウ 関連 す る学校 につ いて

・特別 支援 教 育 にお いては 、心身 障害 学級 の児童 ・生 徒 も在籍 校 以外 の特別 支援

学校(仮 称)か らの支援 を受 け るケース が考 えられ るた め、今 回の 書式 には 、

「前籍校 等 」 の欄 を作成す る ことで 、在籍 校 の記入 だけで な く、通級 指導 学級

等 これ まで関連 して きた学校 をすべ て記録 す るこ とを考 慮 した。

エ 在 籍校 の支援 にっ い て

・交流及 び 共 同学 習 は この欄 に記 入す るよ うに した。

オ 関 連す る機 関 につ い て

・障 害の あ る児 童 ・生徒 に とっ て教育 ニー ズ は多様 で あ り、支援機 関 も多様 で あ

る。 したが って 、 「関係 の機 関の支 援」 の 記入欄 は 、 「家 庭生 活 」 「余 暇 ・地

域 活動 」 「医療 ・健康/教 育 相 談」の3つ を共 通 として、他 の欄 は、必 要 に応 じ
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て 関係す る支援機 関名 を記入 す る よ うに した。

力 同 意欄等 につ いて

・ 「個 人情 報 の保 護 に関す る法律 」や 「東京 都 個 人情 報の保 護 に閨す る条例 」 に

従 い、児 童 ・生徒及 び保 護者 の個 人情 報 を適正 に取 り扱 い 、児童 ・生 徒及 び保

護者 の権 利利 益 を保 護す るた め に、書 式 には保 護者 の 同意欄 等 を加 えた.

キ 支援 記 録 と評価 につい て

r個 別 の教育 支援 計画 」 を策 定 し、支援 を実施す るた めには 、関係す る支援機

関 の担 当者 が集 ま り、支援 内容 を確認す る こ とが必 要で あ る。 支援 の継続 性 を

重視 し、 「いっ」 、 「誰 が」 、 「何 を話 し合 ったの か」 につ いて記録 して い く

こ とが 重 要で ある。 しか し、実際 に支援機 関の担 当者 が集 まる こ とは スケ ジ ュ

ール 上容 易 な こ とでは ない.そ こで 、支援 会議 の内容 として 「個 別 の教育 支援

計 画」裏 面 のr支 援 の記 録 と評価 」 に記録 で きる よ うに工夫 した。 これ を、 会

議 記録 、 支援経 過 と変 容 ・評 価 の記 録 と して使 用 し、 「個 別 の教 育 支援 計 画 」

を修 正す る上 での 資料 と して い く。

③ 「個別 の 教育 支援 計画 」の活 用

特別 支 援教 育 の対 象 の児童 ・生徒 に対 し、 「個別 の教 育 支援 計画」を策 定 し、実 施

す るた めに は、各校 の実 状 に応 じた組織 を構 築す る必 要 が ある。

ア 特別 支援 教育推 進 のた めの校 内委員 会 の設置

・校 長 、副 校長 、特別 支援 教育 コー ヂ ィネ ー ター 、養 護 教諭 、 ス クール カ ウンセ

ラー 等 を主 な メンバ ー に して 、校 内委 員 会 を設 置 し定 期的 に 開催 す るこ とに よ

り、 児童 ・生徒 の 日々の 細か な変化や 課題 を様 々な視 点 か ら確認 し、話 し合 う

こ とが で き、 よ り効 果的 な支援 の方法 を検討 す る こ とが で きる.

イ 支援 会議

・校 内 と校 外の支 援体 制が 定 ま った ら、特別 支援 教育 コー デ ィネー ター 及 び心 身

障害 学級 担任 が 中心 とな り、保護者や 本 人 も含 めて 支援諸機 関 と連絡 を取 り合

い 、定期 的 に支援 会議 を開 く。支援会議 に参加 がで きない支援機 関にっ いて は 、

心身 障害 学級担 任 が、計画案 を個 別 に提 示 を して 、持 ち回 りに よ る協議 を行 い 、

保 護 者 の 同意 を得 て、電 話等 の連 絡 も 「会 議」 と して位置 付 け、記録 を残 して

い く。

ウ 連 携 す る支援機 関

・連携 す る支援機 関は 、教 育のみ な らず保 健 ・医療 、福祉 、労働 な ど様 々な分 野

にお い て考 え られ る。た とえば 、教 育 では、小 ・中学校 及 び高等 学校 等、教 育

委 員会 、教育 セ ン ター 、区市町 村 立小 ・中学校 心身 障 害学級等 、保健 ・医療 で

は保健 所 、主治 医、その他 の 医療 機 関等 、福祉 で は、児童 相談所 、同市 町村 福

祉 部 、社 会福 祉 協議 会 、心 身 障害者 セ ン ター等 、労働 では 、就 労支援 セ ン ター 、

ハ ロー ワー ク、企 業等 、余 暇 活動 では 、NPOや 各 個人 が かかわ る塾や 学 童保

育、児 童館 、地 域 の活動 グルー プ な どが あげ られ る。(図 支援機 関例 参照)
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(2)通 級 指導 学級 に通級 す る児 童 ・生徒 のた めの 「個 別 の教育 支援 計 画」 策定 のプ ロセ ス
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① 策 定 のプ ロセ ス

④ 通級 による指導開始の決定
・入級 相 談 の結果 、通 級指 導の 開始が 決定 し在籍校 と通級 指導学 級 の連携 が始 ま る。

⑤ 実態 と教育ニーズの把握
・児 童 ・生徒 の実 態 と教 青ニー ズ を把握 し、実態 把握 表 を作成す る。 実態把 握 表 は 、

保 護者 の負 担 にな らな い よ う通級 開始 まで に作成 し、在 籍校 は、通 級 に よる特別 の

教 育課 程 を編成 して区市 町村 教育委 員会 に届 け 出る。

◎ 男1の 昌1」;'"の ・

・通 級 指導 学級 担 当者 と在 籍校 の担 任 も しくは特 別 支援 教育 コーデ ィネー ター は 、「個

別 の教 育支援 計画(案)」 と 「個別 指 導計 画(案)」 の策定 ・作成 を行 う。

④ 面毯墜
・保 護者 との面 談は在 籍校 の担 任 も しくは特別 支援教 育 コー デ ィネ ー ター と通 級指 導

学級 担 当者 との三者 で行 うのが望 ま しい。面談 では 、「個別 の教 育支援 計 画(案)iと

「個別 指 導計 画(案)」 を保 護者 に提示 し内容 を検 討 す る。

・通 級 に よる指 導 とい うこ とか ら 「個別 の教 育支援 計 画」の策 定の 見直 しを毎年 行 い 、

学級 担任 が 、次年 度 に加 筆訂 正 し、 充実 を図 る。

・児童 ・生徒 は、居 住す る地 域 の 中で 育つた め に教 育 のみ な らず 、保健 ・医療 、福祉 、

労働 な どか らの具体 的 な支援 を調 整 し設 定す る。

◎ 第 ・回支援会議
・「個 別 の教育 支援 計画 」が 三者 で策 定 され た後 、在 籍校 の担任 も しくは特別支 援教 育

コー デ ィネー ター は、 関連す る支援 機 関の 関係者 との連 絡 ・調整 を行 い、第1回 支

援 会議 を開 き 「個別 の 教育支 援 計画」 の 内容 を協議す る.夏 季休 業 中 の地域 支援 の

充 実が重 要 であ るこ とか ら第1回 の支援 会議 は7月 ま でに開催 にす るのが望 ま しい 。

① 個別指導緬 の評価 改善
・一学 期末 の保護 者 面談 は在 籍校 の担任 も しくは 特別 支援 教育 コー デ ィネー ター と通

級 指 導学級 担 当者 の三者 で行 う。「個別 の教 育支援 計画 」に基づ く支援 状 況の確 認 や

修 正を加 え、関係機 関 との連 絡 調整 を行 う。

④ 第2回 支援会議
・年度 末(2月 中)に は在 籍校 の担任 も しくは 特別 支援 教 育 コー デ ィネ ー ター は通級 指

導 学級 担 当者 と連携 を 図 りなが ら第2回 支援 会議 を開催 し、支援 の評価 を行 うと と

もに次年 度 の方 向性 を示す。

・新 たな教 育 ニー ズを加 える場 合 に は、支援 目標 の 見直 し ・改善 を行 い 、支援 内容 を

具 体化す る。 本人 の状 況 が改善 され 通級 指 導 の必要性 が な くな った 場合 に は退級 と

な るが 、 「個別 の教 育支 援計 画」に基 づ く地 域支 援が 必要 な場合 には 支援 を継続 す る

と ともに在 籍 校が 中心 とな り次年 度 の 「個 別 の教育 支援 計画」 を策 定 し、以 降 、新

た に支援 会議 を開催 す る。
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② 支援組織の構築 と 「個別の教育支援計画」の活用

ア 支援組織の関連

◎
学

齢

期

青年期

個別の支援計画

.調

/

就学支橿計画

幽A"

礁灘

,」

/ 嘱/

/
小学校 旦

1

」.

7

/

1

個別の教青支援計回
騨

瀞

中学拉

/

/

_一______」'=幽==「=7;」==一{

[璽 要=二〕
n

1

/
高等学校等

/

/
/

個別移行支橿計固

.̀

、溜.・ 地 城 の 医 療 ・保 青園 、通 所 施 設

保 健 所 、小 児 科 医 、耳鼻・科 医 、眼 科 医

福 祉 事 務 所 な ど

余 暇 ・家 庭 生 活 ・地域 生 括 に お け る 支 橿

槻 関 学 童 保 育 クラ ブ 、児 童 館 、地 城 サ
ー クル な ど

.場 霜

蕪雛.

,〆

〆 鰍

通級指導学組

弱視通縁指導学紐
離聴通級指導学紐

言語障害通級指導学紐
情緒瞳害通紐指導学粗

就 労 支 援 機 関

福 祉 事 務 所
ハ ロー ワー ク な ど

・在籍 校 と通級 指 導学級 は、 「個 別 の教 育支援 計画 」 を も とに、 よ り効果 的 な指導 が行

え るよ う、具体 的 な 目安 を立 てた 「個別 指 導計 画 」 を作成す る。r個 別 の教 育支 援 計

画1を 進級 す る こ と、小 学校 か ら中学 校へ 、さらに上 の教育 機 関へ と引き継 ぎ、児童 ・

生徒 の就 労支援 に向 けて 「個別 移行 支援 計画 」 に生 か され て い くこ とが 大切 で あ る。

イ 在籍 校 にお け る支援

・校 内体制 の構 築

在籍 校 にお いて は、通級 す る児 童 ・生徒 のかか わ るす べて の教科 ・特別 活動 等 にお い

て児童 ・生徒 が教育 ニ ー一ズに応 じた 支援 を受 け られ る よ う、校 内での支 援体 制 を整 え

る こ とが必要 で あ る。 そ のた めには 、校 内委員 会 を定 期的 に開催 し、全 教職 員 の共 通

理解 の も とに、組織 的 に支援 を行 う。 そ の瞭 、児童 ・生徒 の障害 の種類 や程 度 に も よ

るが 、通級指 導学級 に通級す る児 童 ・生徒 の障 害 を十 分 考慮 し、 「どん な こ とに 困難 さ

を感 じるか」 「どん な支援 を必 要 と してい るか」を具体 的 に共通理解 す る こ とが大 切 で

あ る。

1年騰 難2年 盤 羅 糖 難驚
個　 讐

校_灘 　 匹個 愈
1演簾1繍 聾 輔 勧 一一一 一一 職羅 鹸 鶏 鱗

瀞 顎 勲 鍾蟹 票一」 計画

校内委員会 と個別の教育支援計画 との関連
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支援会議 と支援機閨

へ 占

^灘

余 暇 ・麻 庭 生 活 ・地 填

生 活 に お け る支 援 機 閥

≦

/,杁 ト

ぐ　/晦
糞 撒 :△'署写 議

地填の医燦 ・福祉槻関
ノ個別の教冑支援計画

一
!

門 ■ ・'・

在 籍 校 担 任

特 別 支 援 教 育 コー デ ィ

ネ ー タ ー

蕪 ㌔
義

融

箋

妻

淵 醸
自'晶'

通績指導学級

・支援 会議 の 充実

通 級 してい る児童 ・生徒 の在籍校 の担任 は、児童 ・生 徒 の思 いや 願 いが 十分 生か され 、

か っ、 一人 一人 の教育 ニー ズ に合 わせ て適 切 に対応 し、必 要な支援 を受 け られ るよ う

にす る こ とが大切 で あ り、そ のた めの話 し合 いの場 が支 援会議 で あ る。 在 籍校 の担 任

及 び 特別 支援 教育 コー デ ィネー ター は 、通級 指 導学 級 と連携 し、保 護者 や 各支 援機 関

と連 絡 を取 り合 い、少 な くと も年 間2回 程 度 の支援 会議 を行 うこ とが 必要 で ある。 保

護 者 、 通級指 導学級 担 当者 、必 要 に応 じて保 健 ・医療 、福祉 支援機 関の担 当者 、地 域

の 支援機 関 の担 当者 に も同席 して も らうよ うにす る。支 援会議 の場 では 、対象 児童 ・

生 徒 の支援 が どの よ うな 関係 の 中 で行 われ て い るか を共通 理解 し、 「個別 の教 育 支 援

計 画」 に基づ く支援 の 内容 につ い て、お 互い に情報 交換 し合 う。 児童 ・生 徒や 保護 者

の思いや 願 い を受 け とめ た支援 会議 を 開 くこ とに よ って、指 導効果 が高 まっ てい く。

ウ 通級 指 導学級 で行 う支援

・通級 指 導学級 で は、児 童 ・生徒 の障 害 に基 づ く種 々 の困難 の改 善 ・克服 を 目指 し、児

童 ・生徒 が 自己の 理解 を深 め、在 籍校 で の学 習活動 に適 応 で きる よ うに支 援す る。 支

援 内容 にっ いて は、在 籍校 に具 体 的に伝 わ る よ う配 慮す る。また、在籍校 にお け る 「個

別 の教 育支援 計画 」や 「個別 指 導 計画」 の策 定 ・作 成 のた め の助 言 を行 い、 共通理 解

を図 る よ うにす る。 通 級 して い る児 童 ・生徒 の障害 特性 につ いての情 報伝 達や 、学級

で 予想 され る困難 さ、 支援 が必 要 な内塀 につ いて 、児童 ・生徒 が進 級 、進 学 して も適

切 に引 き継 いでい け る よ うに在 籍校 との連携 を密 接 に取 り合 うよ うにす る。

工 児童 ・生徒 を とりま く地域 社会 で の支援

・家庭 にお け る支援

児 童 ・生 徒 の障害 の軽減 や 、障 害 か ら起 こ る二 次的 な 困難 さの軽減 は必 要な支 援 で は

あ るが 、家庭 にお け る心理 的 な面へ の支援 も必 要で あ る。 そのた め 、家庭 での接 し方

にっ いて の助 言や カ ウンセ リン グを必要 に応 じて受 け られ る よ うに保護 者 へ の支援 も

必 要 とな る。

・保 健 ・医療 、福祉 機 関 との連 携

通 級 して い る児 童 ・生徒 の 多 くは医療的 な機 関 での 支援 を受 け てい る。 また、 新 た に
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通級 指 導が 必要 とな った児童 ・生徒 に も何 らか の医療 的 な支援 や 、発 達の検 査 ・相 談

等 を受 け る よ うに勧 め る場合 が 多い。 個人 の情報 な ので 、取 り扱 い に十分配 慮 を要す

るが、保 護者 の 了解 を得 た上で 、児 童 ・生徒 に行 ってい る支 援 内容 を知 り、在籍 校 で

の情 報 も伝 える こ とで連 携 を取 り合 うこ とが必 要で ある。

・地 域 にお け る支援

地域 のス ポー ツ な どの活 動 で は、通 級 して いる児 童 ・生 徒 の障害 に よって は、参加 を

懸 念す る よ うな場 合 もあ る。児 童 ・生徒 の意欲や 興 味 を 引き出 し、 日常 の生活 で は得

に くい体験 を受 け られ る場 として 、地域 の活動 へ の参加 が スムー ズ にで き るこ とが望

ま しい。児 童 ・生徒 に とって は、地 域 の活 動 を通 して 、友人 の輪 を広 げる機 会 を得 ら

れ 、自己の興 味 を広 げ、新 た な能 力 を見出す機 会 とな る。児童館 、公 民館の サー クル 、

スポー ツ団体 な ど、地域 の活動 団体 に児童 ・生徒 の障害 の理 解 を図 り、児童 ・生徒 が

必 要 な支援 を受 けつ っ 、活 動 に十 分参加 で き るよ うにな るた めに は、支 援会議 の場 で 、

児 童 ・生徒 の障 害特 性 に つい ての 共通理解 を図 り、それ に応 じた支援 内容 と、支援 方

法 を 具体 的 に提 示す る。 また 、弱視 の児 童 ・生 徒へ の教材 作 成や 難聴 の児 童 ・生徒 へ

の要約 筆記 な どの情 報保 障、児 童 の障害 に応 じた支援 や 通級 指導 学級 や学童 保 育施 設

へ の送 り迎 えな どを支援 す るボ ラ ンテ ィア体制 の充実 も地域 の支 援 には是非 とも必 要

な こ とで あ る。

支橿機関例

具体的な場合 連 携 支 援 す る 機 関 例

保 視覚に障害がある場合 眼 科 専 門 医 ・視 覚 補 助 具専 門業 者 ・菖 腹 セ ン ター ・主 障 害 や 健 康 状 塩 に対 応 して

健 い る医 療 機 関 ・大 学 等 の専 門家 ・心身 障害 教育 の頒 域 に蓄 積 され て い る知 識 や 情

●
報のある専門家等

医

療

聴覚に障害や言語に障害
がある場合

耳 鼻 科 専 門医 ・口腔 外科 専 門 医 ・補 聴 器 専 門 業 者 ・言 語 隠 覚 士 ・主 障 害 や 健 康 状

態 に 対 応 してい る医 療機 閑

教 敢育的な支援が必要な場 公 立 教 育 相 談 所 ・児童 相 談 セ ン ター ・主 瞳 害 に対 応 してい る大 学 や 研 究所 の 相 談

育 合 セ ン ター ・拡 大 写 本 ボラ ン テ ィ ア ・弱 視 通 級 指 導 学紐 ・離 聴 通 級 指 導 学 級 ・言 話

等 障 害 通 級 指 導 学 級 ・情 緒 瞳 害 通 紐 指 導 学 級 ・心 身 障 害 学 級{固 定学 紐)・ 盲 ・ろ

う ・養 護 学 校 等

家 保 護 者 が 病気 ・け が 等 に よ 福 祉 事 務 所 ・保 健 所 ・自立 生 話 支 援 セ ン ター ・主障 害 や 健 庫 状 態 に 対 応 して い る

庭 り 、家 庭 生 活 が 困 難 に な っ 医 療機 開 ・民 間居 宅 支援 事 業者 ・民 閻 肪 問 看 護事 業 者 ・保 護 者 の負 担 軽 減 を図 る

生
活

た場合 こ とが 可能 な兄 弟 、祖 父 母 ・叔 父 枳 母 、 兄 弟 が低 年 齢 の場 合 は 、 こ ど も家 庭 支 援

セ ン ター 又 は フ ァ ミリー サポー トセ ン クー 等

保護者が精神的な理由に 福 祉 事 務 所 ・保 健 所 ・自 立生 活 支 援 セ ン ター ・主障 害 や 健 康 状 態 に 対 応 して い る

よ り、家 庭 生 活 が 困 難 に な 医 療機 関 ・保 護 者 が 通 院 して い る精 神 科 医 ・こ ども家 庭 支 援 セ ン ター 等

っ た場 合
1

住居の移転 今 まで 支 援 を行 って いた や 今 後 支援 を受 け る福 祉 事 務 所 ・保健 所 ・自立 生 活 支 援

セ ン ター ・主障 害や 健 康 状 態 に 対応 して い た 医療 機 関
1

養育放棄等虐待の可能性 児 童 相 談所 ・福 祉 事 務所 ・保 健 所 ・公 立 自 立生 活 支揺 セ ン ター ・兄 弟 の在 籍 す る

がある場合
1

学 校 ・こ ども家 庭 支 援 セ ンタ ー 等

そ の他 ス 潔 一 ツ 団 体 ・学習 塾 ・音 楽 教 室 ・書 道 教 室

余 買 い 物 ・旅 行 ・サ ー ク ル ・ 福 祉 事 務 所 ・自 立生 活 支 援 セ ン ター ・ボ ラ ンテ ィア セ ン ター(手 話 通 訳 、 要絢 筆

暇 ス ポー ツ括 動 等 記)・ 社 会福 祉 協 議 会 等 有 償 ボ ラ ンテ ィア派 遣 セ ン ター ・障害 者 の 旅 行 を企 画 し

等 て い る 民 間 団 体 ・生 涯学 習 課 等 の 地 域 活 動 ・目本 チ ャ リテ ィ ー 協 会 ・東 京 都 障 害

者 ス ポ ー ツセ ン ター ・福 祉 会 酋 ・住 民 セ ン ター ・学 童 保 育 ・図 書 館 ・児 童 館 等

卒
,

卒業後の社会資源の開発 障 害 福 祉 課 ・福 祉事 務所 ・保 健 所 ・自立 生 活 支援 セ ン タ ー ・障 害 福 祉 セ ン ター ・

業 が必要な場合 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー ・虐 ラ ン テ ィ ア 団 体 ・大 学 研 究 室 ・専 門 学 校 ・NPO・ 自

後1 助 ダ ル ー プ ・親 の会 等

等
就労支援等 ハ ロー ワー ク ・就 労 支援 セ ン ター ・自立 生 活 支援 セ ン タ ー ・福 祉 事 稚 所 等
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皿 具 体 的 事 例

1固 定学 級 の事例

(1)小 学校 の事例1

① 児童Aの 実態

・小学校1年 生(心 身 障 害学級)に 在 籍 して い る。

・就学 前か ら区 立心身 障 害セ ン ターで幼 児指 導 を受 けた。

(臨 床 心理 士、言語 聴 覚士 、 医師)

・診断結果 は、非 定型 自閉症 、 中度の 知的 障害 で あ った。

・母親 が働 いてい るた め、 下校 は、ヘル パー が 送 り迎 え を してい る。放 課後 は 、 隣

の学校 の学童 クラブへ通 ってい る。

・週に1回 、療 育機 関(認 知発 達 指導)や スイ ミン グク ラブ へ通 って い る。

発 達診 断機 関(病 院)へ は 、半 年に1度 、通 院 して い るe

実 態 把 握 表OO立OO小 学校
作成 日1平 成O年O月O日 記入者=OOOO

年O組 氏名A 担任名OOOO

入級 ・転入年 月 日(平 成O年4月 入学) 前 籍校(OOOセ ン ター 担任 名:OOO

・信 号 は分 か る。車 に興 味が あ り、周 りを気 にせず に 向か っ てい

生活面 く こ とが あ る 。

安全 ・健 康 ・持ち物 ・簡 単 な服 の着 脱は で き る。裏 脱 ぎにな るこ とが あ る。

管理な ど ・顔 が水 に触 れ るの を嫌 が る.
・偏 食 が あ り、食 べ られ るものが 限 られ て い る。
・面 倒 に なる と箸 を使 わず 、 手づ かみ で食 べ るこ ともあ る。
・簡 単 な あい さつ をす る こ とがで き る。 発語 は 、小 声 で要求 を担

社会性 任 に伝 え るが、単 語 のみ で ある。

対 人 関孫 ・言 語 よる ・文 字 に興 味 があ り、看板 や 、電 光掲示 板 な どに興味 を示 す 、

思 の疎通 ・交 流の実 ・初 めて の場所 や活 動 に馴染 む まで に時間 がか か る。

態など ・自分 の意 の まま にな らな い と 自傷行 為が み られ る。 他傷 行 為 は

減 っ て き た 。
・大 まか な模倣 運動 はで きる。

運動 ・動 作 ・バ ラ ン ス が よ く、 平 均 台 を 上 手 に渡 る こ とが で き る。
・直 線 な らぽ 、 は さみ を 使 うこ と が で き る 。

・手遊 び の動 作模倣 は難 しい。

・ひ らがなは 全部読 む こ とが でき る。
・鉛 筆 の握 りが不 充分 で 、な ぞ り書きが まだで きな い。字 形 、書

学習面 き順 は分か ってい る。
・数 字 は 読 め 、 数 唱 は 、30ま で数 え られ る。1対1対 応 で は 、10ま

で 一 致 す る 。

・興 味 の ある物 を求 めて 、教 室か ら飛び 出す ことが ある。

その他 ・ブ ロ ック並 べや 、 自分 の顔 を鏡 に映 して一 人で遊 んで い る こと

が 多 い 、
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② 「個別の教育支援計画」

個別の教育支援計画(表) 固定学級在籍児童・生徒用

ふ切がな oooo 性 別 生年月 日 平成0年OO月OO日 生IO歳

本人氏名 A 保護者氏名 oooo

住 所 〒OOO-xxxOO・ ・・…
本 人 ・保 護

電話番号 1(愛 の 〕手帳13副(平 成O年O月 交付)

教育ニーズ
・広汎性発達障害のため言語による意思疎通が未熟である。偏食がある.
・学習、生活全般を通して小集団指導が必要である。

在籍校
OO立 小学校1年O組(級) 学級担任 oooo

住 所1〒OOO-XX×OO… … 電話番号 03-OOOO ファクシミリ 03-ooo

前籍校等 OO立 心身障害児ケアセンター通園。年長時O立 保育園入園 学級担任 B保 育士 電話番号 03-OOO

鑛'灘

本 人

'

軋{

ノF、

翻翻膿識臆繍購翻購 蠣糠 漁 糧燃蕪 鰯醗霧麟 締 鱗 漿難i難

臨難睡難難 羅難諺難跨

灘 購舞灘灘鑛盤灘灘

保護者 鰯8騒 驚i鰭 踊 懲 興食を鰍 させ軌 将納 に体力をつけて肌
一

羅.玉 玉'・ 鰯羅 灘 鞭鋤騰 ・ 、 ・-㌧ 尋 拓'・'灘 践 罰 國堀 祀
・理 解 言 語 を増 や し、言語 や 動 作 で 自分 の 欲 求 を伝 え られ るようにす る。
・スモ ー ル ステ ップ による指 導 を通 して 日常 生 活 動 作 の 向 上 を 目指 し、一 人 でで きることを増 や す 。

一玉 一一 疹懲 韓 き 誇髭罷 玩'ゴ

躍 一.E...

絡を取り合う.
・母親の勤務時間により、登下校を支援するヘルパーと連携が必要である。
・理解力の向上を図り、対人関係や社会性を伸ばす指導を行う。

∫ 「

・登下校、衣服の着脱、排泄、食事などの指導について、保謹者と連携を図り、放課後本児が通う学童クラブとも十分連

融`號 …纏 轍灘 無撚 織羅雛難輪轟薦

o

,、 .灘難醸 鍵 雛藤鞭羅㎜熈㈱岨'圭鱗撒 雛灘 奪

・学校生活の流れを知り、操々なルールに慣れる。身の回りのことを自分でできるようにする。
・交流では、自分から簡単なあいさつができるようになる。

羅 灘懸灘懸灘薯慧難灘灘難鱗魏懸鑑幾 賜藍翻醗幽籔礁騰 藪羅羅 澤_識 羅i躍 …

家庭生活

支捜機 開lOOフ ァミリーサポートセンター 担当者1コー ディネーターOO連 絡先1

支援 内智=登 下校のヘルパ ー砂確保
.願 騨 一 ■ 冒.摩 騨噸 一 一 一 ■ 丁 一 冒 一 一一 一 一一

支媛機関=担 当者;連 絡先:

支援内容=

余暇・
地域生活

支援櫨 閨=学 童クラブ 担当者=A先 生 連結先;

支援内容:放 課螢の過ごし方、集団活動 でのコミュニケ・一ション指導 ★学期 にユ回の連 絡会晦 を実施しているb
・■.騨.,,幽 一一一 一一 一一一一 一

支援機 関=OOス イミンダクラブ 担当者:B先 生 連結先:

支握 内容=水 泳 を通して、詠 力、及 び体力 、筋力の向 上を目指す.★ 年 に1回 連絡 会醸を実施する.

医療・健康
/

教育相談

支撮機関:OO教 育研究所{私立)担 当者=C心 理担当者 連結先:

支援内容:語 知面の学習課題を行う。 ★学期ごとの評価(通知表}をいただく。
,層,一 一 一 一,一 一一一一 一"-冒 願 ■ 一 ■ ■.■ 一一

支援機関lOO区 立心身障害センター 担当者=D暖 師 連絡先=

支擾内容:脇 波横蓋、医療、療育の相凝。

支擾機関=担 当者=連 絡先=

支援内容1
.■ ・ 昌.一,.幽 幽魑曽願一 冒_一一一冒 ■ ● ●曽●-騨 _

支援機関:担 当者=連 絡先=

支援内容1

支援機関:担 当者r連 絡先,

支援内容;
.願.・ 邑 … 邑 ・,■r膠 騨 ■ 唱幽 幽 ■

支援機蝕 担当者r連 絡先1

支援内容:

縫雛灘 購 灘灘i懸醗羅鋸鐡灘灘 灘灘1灘 纏譲 擁鶏蝦 講 職 調 鑛 購灘難 灘1舞撫 ・尋簾 懸灘 鶉.羅 醗蕪糠
日時4月 参加者〕就学相談専門委員・校長・特別

支援教育コーディネーター・担任・00学
童クラブ指導員

協議内容・引継事項等… ・保謹者から出された教育支援計画の確認
と担任が作成した個別指導計画の共通理解→→保護者からOO研 究

所と病院へ提出した。

作成 日 平成O年O月0日 く纏 ・更新〔 回)〉

区・市町村立****学 校長

作 成 担 当OOOO
私は、以上の内審を了解し.写しを支援機関に渡すことについて同意しました。

平成 年 月 日 氏名 oo,oo
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③ 「個別 指導 計画 」 OO立OO小 学校

〈障害〉非定型 自閉症 儲 検査の情報} (医学的情 慮事項)〉

愛の手帳=3度 田中ビネーIQOO(就 学前} 脳波検査:・ 有()

身障手帳:度 服 薬:"・ 有()

健康管理:

全 ・初 めての ことに強い抵抗を示す。 重 ☆学校の集団生活に慣れる

体 ・嫌 な時は、表情 で訴 える。 発語 は単語の 点 朝や帰 りの支度や着替えを一人でで きるよ うにす

像 み で あ る 。 目 る 。

・偏 食(野 菜一般 が食べ られ ない)。 標

手づかみで食べ る ときがあ る。

項 目 長期(年 間)目 標 指導の手だて 評価 と今後の
課題

〈基本 的生 活 習 慣 〉 ・登 下 校 ・下校時 のヘルパー との歩 ☆様子を観察
・衣 服の着脱 大人 と一緒に登下校 し、交通ルー ル き方 の確認 をする。 す る.
・洗 面 、 手 洗 い を 学 ぷ 。 ・上級生 を見本にす る。

日
・排 せ つ ・朝 、 帰 りの 支 度 ・順序 を知 らせ、声かけす ・次 の予定を
・食 事

流れ を覚 えて一人 で行 う。 る 。 声かけする
常 ・清潔 等 ・着 替 え と掲示板 を

(集 団生活〉 着替 えの順序 を覚 え る。 意識 して見

生
・あ い さ つ たたみかたを覚 える。 るよ うにな
・言葉遣い ・洗 面 ・手 洗 い っ た 。

活 ・礼儀作法 顔 をぬ らして こする。 ・教 員 が 、 手 を 添 え て 一 緒 ☆ スイミング の 様

・時髄 舵 こと 手のひ ら全体に石けん をつけ る。 に洗顔す る。 子 を 聞 く 、

の ・きま賊 部 こと 等 ・排 せ つ

〈学級 の活動〉 ズボン を全部お ろさない。

指 ・朝、備りの難 ・食 事

・係 の仕事 偏食 を少な くす る。 ・皿 に小分けにして 、少量 ☆食事の記録

導
・髄 会、勧 盤 で も食べ られ るよ うにす を母親と交
・掃 除 等 ・掃 除 る 。 換 し 合 う。

く給 食) 教室の雑巾掛け をす る。
・準 備 ・片 付 け ・教員 が手を添えて 、雑 巾

の絞 り方 を教 える.

鷹
・聞 く 友達や先生の名前 を覚 える。 ・写真 カー ドの活用

国 ・話 す 物 の名称 を言 う。 ・絵本 の読み聞かせ

・読 む 自分の名前 を書 く。 ・文字 のなぞ り書 き

語 ・書 く

・寂量の基舩 腰 と欝算 1対1対 応で、半具体物 を10く らい ・型 はめ、パズル等 の教材 ☆家庭生活に

算 ・量 と測定 ま で 数 え る 。 の活 用 も意 識 して
・即 、薮闘 係 ・妙 ンダ ーの 記 入 入れ て も ら

数 数字 を書 く。 う 。

・妙 ンダ ーに も

興味を示 し
た 。

1 ・幌 肋錠 ・粗大運動 を

自 ・環壌 の把握 ・員 と手の協応動作の向上 ・スイミング クラプ と の 連 携 十分に行 う

立 ・健康 の保持 よ うにな っ

活 ・身 体の動き ・発 音 、 発 声 の 改 善 ・言語障害通級指導学級担 た 。

動 ・ コミュニケー酒 ン 当者 によるア ドバイ ス ☆ ロ の 周 り、

手 の指のマ

ッサー ジを

続 け る 。鮒

特 ・学級活 動

別 ・児童会活動

活 ・ク ラ ブ 活 動

動 ・学校行 事

・儀式的行事等

一49一



(2)小 学 校の 事例2

① 児童Bの 実態

・小学 校6年 生(心 身 障 害学級)に 在 籍 して い る。

・就 学 時 、知的 障害 心身 障害 学級 の措置 判定 となつ た が、保護 者 の希望 で通 常 の

学級 に入 学 した。 入学 当初 は、 校長 、副校 長 、養 護 教諭 が授 業 にかか わ りな が

ら対 応 したが、不 適応 行動 がみ られ たe教 育相 談 を継続 し、小学校2年 生 か ら

知 的障 害学級 に転 籍 した。

・軽 度 の知 的障害 で あ る。四肢 の末端 に軽 い まひ 溺あ る。低筋 力 、低 緊張 で ある。

障害 は、生後1歳 で発 見 された 。OO症 候 群 と診 断 され た。 転居 のた め医 療 の

ケア を十分受 けない ま ま就 学 した。

・中学校 に 向けて将 来的 に通 える病 院 を探 し、OO医 療療 育 セ ン ター にて 半年 に

1回 継 続観 察 をす る こ とにな った。

・年 に3回 の病 院 の 言 語聴 覚 士 に よる専 門 的 な指 導 を受 け発 音 の改 善 を 図 るた

め、鼻 咽腔 の手術 を行 った。

実 態 把 握 表oo立OQ小 学校
作成 日:平 成O年OO日 記入者:OOOO

○年O組 氏名B 担任名OOOO

入 級 ・転 入年 月 日(平 成O年9月 転入学) 前籍校(000学 校 担任名=OOO)

・一人 登 下校 を してい る。習 い事 で は、一 人 で交通機 関 を使 って 移

生活面 動 が で き る。

安 全 ・健 康 ・持 ち物 管 ・身 の回 りの こ とを きちん と行 うこ とが難 しい。 手指 の 問題 もあ る

理な ど が服 の たたみ方 は雑 で あ る。身 だ しな みへ の意識 は低 い。 整理 整

頓 が課 題 で あ る。
・食 事 中の姿勢 は よ くな って きたが 、まだ 口の周 りを汚 した り、片

手 で食 事 を した りしてい るこ とが ある。
・上履 き のかか とを踏 ん でい る こ とが多 い。
・誰 とで も、楽 し く会話 をす る こ とがで き る。発 音 は、 不 明瞭 で あ

杜会性 る.

対 人 関係 ・言語 に よる ・丁 寧 な言葉 で話 す こ とは で き るよ うにな ってきた が、ふ ざけ だす

意 思 の疎 通 ・交流 の 実 と大 人 に対 して乱暴 な言葉 遣 い をす る こ とが ある,

態 ・低学年 の子(小 さい 子)に 優 しく接す る こ とが でき る.

な ど ・交流活 動 では 、積極 的 に参 加 して い る。
・正 座 は 難 しい 。

運 動 ・動作 ・籏力 が 弱 く、全 身 の運動 が ぎ こちな く不 充分 で あ る。
・犬 かき で長い距 離が 泳 げ るが 、大 変時 間が かか る。
・目と手 の協応動 作 に課題 が あ り、形態認 知や 追視 力 が弱 い。
・絵 は人物 の顔 のみ にな りが ちで あ る。
・言語 理解 力 は高い。

学習面 ・漢字 仮名 交 じり文 で詳 しく説 明で きる。 字形 は整 わず 、筆 圧 が弱

く罫線 か らは み 出る。
・2桁 の 引 き算 が で き る 。 九 九 は 、 習 得 中 で あ る。
・あ き らめ が 早 く、 課 題 を 早 く終 わ らせ よ う と して しま う。

そ の他
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② 「個別 の教育支援計画」

個別の教育支援計画(表) 固定学級在籍児童・生徒用

本人・保護者

ふりがな 性 別 生年月 日 平成O年OO月00日 生lO歳

本人氏名 B 保護者氏名 oooo

住 所= 〒OOO-)(xxOO-・ …

電話番号 1{愛 の)手帳14劇{平 成O年O月 交付)

教育ニーズ
・OO症 候群による末端の軽いまひがある。

・学習、生活全段を通し、小集団での指導が必要である。

在箱校
OO立 小学校6年O組(級) 学線担任 0000

住 所1〒000-)(xxOO・ ・… 一 電話番号 03-oooo ファクシミリ oooo

前籍校等 小学校1年生までXX小 学校 通常の学級在籍 学級担任 B教論 電話番号 OOOO

雛 灘 鮮 霧 、 、弟 藝.蕪 羅 灘.徽T'
漁 徽 呂'・ ・ 灘 慰 撫難灘 懇 輪 訂難 、雛 難 舞'欄 ≡

本 人
・勉強溺できるようになりたい.算 数をがんばる。マラソンをがんばる.
・将来はお店をやりたい。(O年4月 本人の作文より)

保護者

・地域の中で、多くの人とかかわりながら生活してほしい.
・中学は、現在の友達関係を継続させてあげたい、
1・将来的に一人で医療磯関とかかわり、自分の障害について理解させたい。
・地域で就労をしたい、(平成O年7月 個人面談)

灘 懸羅離 雛 灘離雛灘i灘ザ聞"鹸 …'騨羅麟 橿獅 灘離麟 灘霧魏懸 、撚 ・ 煎'籔 羅灘 議
・書宇や生活動作の不自由さを改善する。
・学習の定着、学力の向上
・医療との連携=将来的に自ら医療とかかわれるようにする。

..謹.・ 灘 繍 撒 繋 柵 難灘 讐舞難懸 膿濾i雛 難'卿'購 難醗 雛騨難欝蒙羅 灘 繊 ・・
・末端のまひが原因と思われる生活動作の緩慢さに対する日常生活の指導を行う。

(整理整頓の仕方、身だしなみに対する意識など)
・学校での学習(手と目の協応動作の学習を含む}及び療育、地域での個別学習(塾 など)との連携
・障害について治療及び知識を得る。

灘畿灘i灘議繋講灘 藻懸 羅灘 懇凝灘灘 幾 翻醗 鍵.一 一灘舞鐸灘轟纏灘醗購灘黙 鰯籔蕪灘i、講灘 灘 灘襲
・日常生活の指導を通して、生活動作を改善する。
・人とのかかわりを通して、自己コントロールカを身に付けさせる、
・学習を通して、理解力向上を図る。
・交流では、言葉遣いに注意しながら積極的に参加させる.

!灘 灘皿 可 ・、灘翻鍮 鋸 驚 灘 難蕪 襲難騰霧

家庭生活

顯 姻 照 儲 灘
、蝿縄 調齢……灘 ㎞一一騨謄騰

支援機閣=担 当者:連 絡先:

_宝 樫内…犀・ .,,曽.畠 凸-9. 一

支援機 関=担 当者:連 絶先=

支憎 内肇 ・

余暇・

地域生活

支援擁関lYの 会 撞当者:W連 絡先=

支援内容=個 別学習を通して、学力の向上、目と手の協応動作の改替を図る。
..■曜,.一 一一 ■ ●.-.■ ・ 幽一

支援機関:OOO学 習塾 担当者:T連 絡先:

支援内容:書 写の学習を通して、書宇の技能を高める.★ ワークシートについて学校と連携している。

医療・健康
/

教育相談

支援搬関:心 身障害児発逢療育センクー 担当者;C医 師 連絡先=

支援内容含 医療的な発達診断、本人の障害理解 を進め軌 ★2年に1回主治医面談を行い、医療的アドバイスを受ける。
,

支援機関:OO児 童相談所 担当者1D福 祉士E心 理士

支援内客:醍 の手帳の更新、知能検査の実施

辱 騨 【' 一 一一一一 ■一

連絡先:

支援機関:言 語指導(校内にて年4回)担 当者;F言 語聴覚士 連絡先1

支援内容;発 違課題アドバイス、ロ腔内の課題.言語指導 小学校5年生;鼻咽腔の手術を受けた。 ★年4回実施
唖.騒 ・■5・・ 幽・・.・L・ 層

実援機関:旭 当者=連 絡先:

支援内奪=

鵬灘難灘 灘、華 灘羅難騨騨羅雛難羅i棄擾婆護議難徽 叢灘鶏携 購 鱗.雛 難懸 驚1騰灘繋欝肇艦繋離 灘
日時4月 参加者)校 長、特別支援教育コーディ

ネーター、担任,交 流学級担任支援先か

らは、資料の提出があった。

協議内蓉・引継事項等 ①各支援先からの資料を基に今年度の支援
体制についての確認を行った。

作成日 平成O年O月O目 く新規⑧ 「〔1回)〉

区・市町村立****学 校長

作 成 担 当OOOO
私は、以上の内容を了解し、写しを支援機関に渡すことについて同意しました。

平成 年 月 日 氏名 oooo
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支援の記録 と評価(裏) (5年 生 か ら6年 生 の記録)

実施時期 担 当 内 容 評 価

HO年4月 《校 内支 援 会 議 》

校 長 、 副 校 長 、 特

別 支 援 教 育 コーデ ィネ
ーター

、全 学 級 担 任

・4年 生 まで の指 導 の経過 を確認

し、担任が提案 した 「個別の教育支

援 計画」につ いての検討 と確認 をし

た。

・交流活動 について、全

職 員 にOO学 級 か ら提

案す る内容 も検討 した。

HO年5月 《家庭訪 問》

学級 全担任、 両親

・家庭訪 問にて学校か ら 「個別 の教

育支援計画jを 提示 し、保護者 と内

容につ いて相談 した。

・嵩学年 にな り、情繕 的

に安 定 して きた ので 、0

0学 習 塾 で 書 宇 の 学 習

を させ た い との意 向 を

受 けた。

HO年8月 《支援機関へ》

Yの 会の臨床 心理

士 、母親、担任

・民 間の療育機 関で あるYの 会 に

て、指導の様子 を観察 した。その後 、

母親 、指 導担当者 と担任 で現在 の課

題 について話 し合 った。

・OO学 級 に入級 して2

年経過 し、学習に対す る

意欲 が 高 ま っ て い る と

の こと。目と手の協応 動

作の改善に向け現在 のB

児 の 実態 に っ い て 話 し

合 った。

HO年12月 《言語聴覚士 との連

携》

F言 語 聴 覚 士 、母

親 、担任

・今年 度3回 目の言語 指導 を受 け

た。鼻咽腔の異状 によるデ メリッ ト

につ いて話 した.F言 語聴覚士 は、

手術 を前提 として受診 を勧 めた.

・母 親 もデ メ リッ トに っ

い て 理解 を し、冬 休 み 中

に 手 術 を す る こ と に な

っ た 。

HO年3月 《校 内支 援 会 議 》

校 長 、 副 校 長 、 特

別 支 援 教 育 コーデ ィネ
ーター、全 学 級 担 任

・前 年度の指導 の評価 にっ いて 「個

別指 導計画」 をもとに評価 を した。

・医療 面での必要 なケア

ー を加 え
、次年度 に生か

す、

HO年4月 《校内支援 会議力 ・次 年度の支援 計画 につ いて確認 、

検討 した。

・支援 機 関 が 増 えた の

で、内容の確認 した。

HO年6月 《医療 との連 摘》

C医 師 、母親 、担

任

・B児 の 通 院 日に 同行 し、医 師 と支

援 計 画 につ い て話 し合 っ た。

・OO症 候 群 について 、

最 新 の 診 断 に つ いて 伺

い、発達特性 を理解す る

上 で の 貴重 な情 報 につ

いて共通理解 を した。
・視 覚 的 な情 報 を整 理

し、指導 に役 立て るよ う

に したい。
・全身の筋力向上 に向 け

ては、現在の指導 を続 け

てい く。

HO年9月 藍支援機 関 との連

携》

QO学 習塾W担 当

さん、担任

・学校公 開 日に担 当のWさ んが授 業

見学 した。現在の書字にっいての実

態把 握 、中学に向けての課題 につい

て話 し合 った。

・ワー ク シー トに っ い て

は 、現 行 の まま で 。漢 字

の 学 習 が 進 ん で き て い

る の で 、書 き順 、作 文 指

導 を丁 寧 に行 う。

HO年11月 《保護者との連携》

就 学相談担 当者

母親、担任

・中学校 の就学相談が始 まった.相

談に際 して、母親 が教育支援 計画 と

個別 指導計画をOOに 提 出 した。

・現在 の実態、保護者 の

希望、本人 の希望 を就学

相談担当者 に伝 えた。次
の 相談 日に判 定 会 が 行

われ る。
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③ 「個別 指 導計画 」 OO立OO小 学校

<障害>OO症 候群 〈諸 検査 の情 報〉 <医 学 的情 己慮 事項>>
*田 中 ビネーIQOO{小2) *脳 波 検査 無 ・有(異 常 な し)

*愛 の手帳14度 *体 幹機 能検査 低繋張、肥満 *服 薬 恥 ・有()

*身 障手帳=度 * *健 康 管理:音 改善の手術(小5)

全 ・OO症 候群 のため、手足末端 にまひがあ 重 ☆一つの ことを最後までや り抜 く態度を身 に付 ける。

体 る。 正座 が難 しい。細かな作業 が難 しい, 点
・物を よく見 るよ う意臓す る。

像
書 宇 に課題 ある。

・言語理解力 は高い が、描画は苦手である。
・誰 とで も親 しく話ができる。言葉遣いが

目

標

・低学年 の友達に優 しく接する。
・丁寧な言葉遣い をで きるよ うにする。

乱 暴 である。

項 目 長 期(年 間)目 標 指導の手だて 評価 と今後の課題

日 (基本的生落習慣) o身 辺処理

常

生

・衣 服 の 着 脱

・洗 面
、 手 洗 い

・排 せ つ

・ 自 分 の 身 の 回 りの こ と を し っ か り行

う。 工服 の た た み 、 ロ ッ カ ー の 整 理

身 だ しな み 、 机 の 中 の 整 理)

・班 長 の 自 覚 を も た せ る 。 ☆指導継続 中。
ペル トを使 うこと、
プ リン ト整 理 ファ

活 ・食 事 o食 事 イル を活用 させる,

の ・清 潔等 ・マ ナ ー よ く食 事 を す る
。

・物の上にお皿 を置かない ・まだ左手 が上手に使

指

導

〈集 団生活〉
・あい さっ

・言 葉遣 い
○言葉遣い
・語尾 に気 を付 けて、丁寧語を使 う。

よ うに さ せ る 。

・乱 暴 な 言 葉 に な らな い よ

う、 ～ で す 、 ～ ま す 、 を

えてい ない。
・～です の話形 で話す

こ とは増 えた。
・礼儀 作法 O人 との かかわ り 使 わせ る。
・哺 を守ること ・低学年 とのペア では、最後 まで親 し 。2年 生のO君 の面催 を見 ・ゆ っ く り と分 か りや

・きま特 筋 こと 等 くかかわ り、班長 としての自覚 をも る よ う、 励 ま す 。 すい言葉か け をし
つo て い た 。

国 ・聞 く 、 話 す ・良 い姿勢で話 を聞 く. ・姿勢保持 を促す。 ☆家庭で音読練習,
・読 む ・抑揚 をつ けて読む。 ・音 読 カ ー ドを 使 う. ・文宇練習カー ドは△

証
・書 く ・経験 した事実に感想 を加 えて話す、 ・絵 日記型の作文 を書 く。 △会 と連携 を取る。

口口 ・字 形 を 整 え る
。

・丁寧 さを意識 させる。

算 ・紬 の甜 及臓 謄算 ・く り下が りのあ る引き算 を理解する. ・半具体物で問題 を作 らせ ・ま だ 、ケ ア レ ス ミス
・量 と測定 ・時 間の計算 をす る。 る 。 筆 算 を マ ス ク ー させ が あ る 。

数
・図彩

、麺 園様

・実 務

・100円 の 両 替 を 素 早 く す る
。 る 。

・ 目常 的 に 考 え さ せ る .

☆50円 や5円 を使

うこ とを指導 中。

図
1 ・表 現 ・形 を と ら え て ゆ っ く り描 く 。 ・個別 に担任が付 き、 よく ・一 っ 一 っ 描 か せ る と

画 ・材 料 、 用 具 見 る ことを意識 させ る。 集 中 して できた。
工 ・鑑 賞 ・丁寧に作品 を作 る. ・一 つ 一 つ の 活 動 を 確 認 し ☆断 り紙はいい加減
作 て 進 め る 。 に角 を合 わせ た。

・基本の運動 ・20分 間 で 走 り き る . ・友 達 と 競 わ せ る 。 ・Oち ゃん と走 る と負

体
育

・ゲ ー ム

・体 づ く り運 動

・ボ ー ル 運 動

・ポール ゲー ムに積極的に参加 する.
-

・三 角 ベ ー ス で は
、1塁 手

に す る 。

け るまい と集 中が

持続 した。
・ホ㌔層ヤガが上 手 にな

・水 泳等 ・50メ ー トル を 泳 ぐ。 ・平泳 ぎの蹴 りを指導す る。 っ た 。

生 〈行 事単元〉 o宿 泊 ・荷物の事前学習 を行 う。 ・山で全体 の先頭 にな

活

単
一

・運動会

・文化祭

・宿泊学習等

・班長 と して班員 にきちん と声かけす

る。全体指示 を聞いて荷物を素早 く

ま とめる。

・遠 足 で 山 登 り を す る 。 った ことで張 り切

り、集 中 して登 山で

きた。服 のたたみ方
兀 (季 節単元〉 ・山 登 り で は 、 最 後 ま で 歩 く 。 がいい加減 だ った。

学 ・七 夕 o運 動会 ・担任がそ ばで声 かけす る。 ・2人 技は補助 したが

習
・正 月 等 ・6年 生 の集団で組体操に参加す る、 集団の動きには遅
〈課 題単元〉 O～ を作 ろ う単元 ・手の動 き、全体 を集 める れ な か っ た 。
・調 理 ・作 業を通 して手の使い方を学ぶ 、よ 動きを指導す る。 ・目標 を 意 識 し

、最 後
・校 外学習等 りよい もの を 目指す気持ちを もたせ までや り遂 げ るよ

る 。 う に な っ た 。

自 ・胡 軌 錠 ・～ 塾 ヘ ー 人 で 電 車 を 使 っ て 通 う
。

・券売機の使い方 を知 る。 ☆家庭 と連携 を図 る。
立 ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ・発声の改善 ・呼 気 を 高 め る

。 ☆言語聴覚士のア ド
活

動
ヨ ン バイ スを受 け る。

特 ・学級活 動等 ・手 芸 ク ラ ブ ・針
、糸 の 種 類 を 工 央 す る. ☆家庭の余暇活動へ

別
活

発展 させ る。

動
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(3)中 学校 の事 例1

① 生徒Cの 実櫨

小学校 は通 常の学 校 に在 籍 、小学校1年 生 の時 よ り、週1回 情 緒障 害通 級指 導 学

級 に通級 して いた.中 学校 入 学 と ともに知 的 障害学 級 に入級 した。

生活 面

安 全 ・健康 ・持

ち物 管 理 な ど

社会 性

対 人 関係 ・言語

に よ る意 思 の疎

通 ・交流 の実態

な ど

実 態 把 握 表Oo立oo中 学校
作成 日1平 成O年 ○月O日 記入者lOOOO

担任名

・身 辺 自立は 、おお む ねで きて い る。
・整 理整 頓 が苦 手 で、机 の 中や カバ ンの 中はいつ も雑然 としてい る、
・配布 物 や提 出物 の管理 が難 しい。

・日常 生 活 の 中で の意 思の疎通 は 図れ る.
・自分 の感 情 や 思 い を、順 序立 て て伝 え るこ とが 苦手 であ る。
・集 団生 活 の 中で 、時 間 を守れ な い こ とが頻 繁に あ る。

・反 復的 な数 学 の 計算 や 漢字 の読 み 書 き は得 意 で 、 ほぼ生 活年 齢 相 当

の学力 があ る。
・じっ く り考 え る こ とが 苦手 で 、文 章 の意 味が 理解 で き ない こ とが多

く、数 学 以外 は学 習全般 の遅 れ がみ られ る。
・筆圧 が弱 く、ゆ っ く り と丁寧 な文 字 を書 く こ とが苦 手で あ る。

・独 言 が多 い、
・集 中が 続 か ない た め、 一斉 指導 の 場面 では、 聞 いて い ない こ とが多

い。

・こだわ りか らか 、特 定の友だ ちに対 して 、わ ざ と悪 口をい い、 ケ ン

カ の原 因を 作 るこ とが しば しば あ る。
・今 年 度 よ り、通 常の学級 で数 学 の指導 を受 けて い る。
・将来 は 、親戚 が い る海外 で 、生活 を した い とい う希望 が ある。
・機 械 をい じる こ とが好 きで 、車 の整備 士 の よ うな仕事 が したい と言

つ。
・保 護 者 は、健 康 的理 由 によ り、学 習面 で の協力 は難 しい。
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② 「個別 の教育支援計画」

個別の教育支援計画(表) 固定学級在範児童・生徒用

本人 ・保 護

ふりがな 性 別 生年月日 平成O年OO月OO目 生IO歳

本人氏名 C 保護者氏名 oooo

住 所 〒OOO-XXXOO・ ・・…

電話番号 1(愛 の}手 剣o度1(平 成o年o月 交付)

教育ニーズ
・コミュニケーションに課題があるため、対人関係がうまくつくれない。
・持ち物等を自己管理させるために小集団での指導が必要である。

在籍校 OO立 中学校 年O組(級) 学級担任 oooo

住 所1〒OOO-XXXOO… … 電話番号 oooo ファクシ ミリ oooo

前籍校等 OO立OO小 学校 学級担任 oooo 電話番号 oooo

胤 彗 灘'将 剰 ζ瓢 罵 の精置 蝋藍う

… 、騨 「'瑠 輝

ウ!》 ～

本 人 ・高等学 校に進 学し勉 強を祝 けたい。将 来、何の仕事に麓きたいかは、まだ決まっていないが、自分 に合 ったところで働 毒たい。

保護者
・整理整頓ができず、人とのかかわり力圷 手なので心配は多いが、広い視野の中での成長を願っている。
・高校卒業後は、知人の紹介でアメリカで単身での生活をさせてみたい。

、r,コ 澤 鞭 ∵、丁 理 τざ願支 擬 囎 「謙 雲 凸鱗
・自分の身の周りの物に対する管理の仕方と対応のコミュニケーションを充実する。
・場 に応じた、言葉や動作でコミニニケー ションを図れるようにする。

、『 、、.翌 澱 灘 灘=　 n,酷 、滋_轡 茱と思櫛 墨勲置 驚 野二『,"

・整理整頓が苦手なため、順序立てて物事を片付けていくように指導する力泌 要がある。
・感情を表現すること解、あまりないので、他人からは誤解をされやすく、人とのかかわり方について多くの事倒を示すとともに具体的に
学なべる機会を設定する必要がある。
・家庭教師が精神的な支えになっている。

、._学 蜘 ゆま 擾 貌 粥 磁 騰 瓢 弾難 費 騨畢 、'甘 τ

「こういう時はこうする」という場面に応じた対応の仕方を具体的に教えていく。また、絵カードなど教材を工夫して、感情
表現の言葉を絵とともに教えていき盛情の表現力を積み上げさせていく。

叱rk訓 、砺 、1ヨ 三.支 擾 欄 既 の 寛 擁 。..嘩 噸 難 罪 鱗 灘 購11P騨 毎

家庭生活

支援機関=個 人の家庭教師 担当者:Z連 路先;

支援内容:学 習全般の指導とともに家庭生活の中で本人の精神的な支援をしていく。

支援機閲=担 当者=連 絡先:

支暖内容:

余暇 ・
地域生活

支援機関:ス ポーツサークル 担当者:W連 絡先:

支援内容=保 護者がかかわるスポーツチームに一猪に同行し、異年齢の子跳 たちと多く接L、人とのかかわりを広げさせたい。

支援機閲=担 当者;連 絡先‡

支援内容=

医療・健康
/

教育相談

支援機関:自 閉症発連支援センター 担当者IY遷 絡先=

支援内容:定 期的に具体的なアドバイスを受ける。
---

支援機関=担 当者:連 絡先=

支援内容:

支援機関1担 当者;連 結先二

支援内容: 一

支扱機関;担 当者:連 絡先=

支援内容=

支援機開:担 当者二 連絡先:

支援内容=

支援 機 開:担 当者:連 絡 先;

支懐 内容 ・ 「
支援禽議の記録{筆定も禽む〉'

日時

4月25日
参加者〉担任 ・本人 ・保護者・スポーツ

サークル監督・家庭教師のZ

協議内容・引継事項等
個別の教育支援計画と個別指導計画を共通理解した。

作成 日 平成o年o月o日 く菱窺・更新(回)〉
区・市立半***学 校長

作成担当OOOO

私は、以上の内容を了解し、写しを支援機関に渡すことについて同意しました。

平成 年 月 日 氏名
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③ 個別指導計画 OO立OO中 学校

〈障 害 〉 〈諸 検査 の情 報〉 〈医学的情 報(配 慮事 項)〉

*愛 の手帳1度 *WISC一 皿OO(入 学 時) *脳 波 検 査:"・ 有()

*身 障手帳:度 * *服 薬1州 ・有()

* *健 康 管理1

全 好 きなことや興味のあ15二 とには自分な 駐の目前や課題 重 ・基 礎 的 な生 活 習 慣 を身 に 付 け
、粁 来 の 自立 に 向 け て の 自信

体 を見付け、壊 り埴めるが集中が縷かず学力の定着につな訴り 点 に つ な げ る 。

像 に くい。人 とかかわることが苦手で一人でい看ことを好み集 目 ・学 力 を 向上 させ 、高 等 学校 進 学 を 目指 す。

団での生后に楽しみが見出せないでいる, 標 ・生 活 の 中 で 友 人 との コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの 仕 方 を学 び 人 と

の かか わ りの楽 し さ を見 付 け る。

項 目 長期(年 間)目 標 指導の手だて 評価 と今後の課

題

〈基 本 的 生
・身な りを整 え身辺 を清潔 に保つ こ ・身な ワにっいて朝会前 に本 ・昼 食 後 に進 ん で

活習慣} との必要性 とスキル を習得 させ 人 とともに確認 をす る。 歯 磨 き をす る な

日 ・衣 服 の着 る. ど身 だ しな み を

脱 ・規則的 な生活 を させ 、時間 を守 る ・どこをどの ようにすれ ばい 気 造 うよ うに な

常 ・洗 面 、 手 こ との大切 さを理解 させ る. いのか、視覚的 な情報 を用 っ て き た 。

沈 い いて理解 をさせ 、生活 にっ ☆ こ だ わ りの た め

生 ・排 せ つ な げ る。 折 り合 いが つ か

・食 事 な い と始業 に 遅

活 ・清潔 等 ・毎 週 末 、 担 任 と と も に 机 ・ れ る こ とが あ る

く集田生括) ロッカーの整理 を して 自分 が 、班 活 動 で は

の ・あ い さ つ の身辺を確認する習慣を身 遅 れ る こ とが 少

・言葉 遣 い に 付 け さ せ る。 な い 。

指 ・・礼 儀 作 法

・湘 白守5=ヒ ・順序立てて 自分の考 えを友達に伝 ・周囲 の人間関係 に 目を配 り ・他 を気 遣 う会話

導 ・き紬 を守ゐこと え られ るよ うにす る。 安定 した中で意思伝達がで が 増 え て き た。

等 きるよ うな環境を作 る。

・聞 く ・中1程 度 の漢字の読み書きはでき ・一一人 で取 り組 め る書 き取 りの宿 ・ノー トの 提 出 忘 れ

国 ・話 す てい るので、生活年齢 の学習に近 題を出し、家庭での学習習慣を が あ る 坦 、 毎 日

・読 む
付 け る。 身 に付 け させ る。 の 課 題 は で き る

語 ・書 く ・他の生徒の発表な どを聞き心情 が よ う に な っ た.

読み取れ るよ うにす る. ・曖 昧 な表 現 は避 け、 詳 細 かつ 分

・感情 を表現でき る語 い を増やす。 か りや すい 表 記 を行 う。

数 ・類量唾 礎 ・中2程 度の学力 はあ るので、物事 ・通 常の学級 での学習 を通 し ・応 用 問 題 を解 け

及臓 と計笄 について考 えた ことを式 として て、数学 の力 を伸ばす。 る よ うに な っ て

学 表 し、計算力 を生す。 き た 。

一 ■

自 ,コ ミュニ ケー シ ・周囲か ら求 め られてい ることを理 ・視覚 的な手段 を用 いて他者 ・友 達 に か か わ ろ

立 ヨン等 解 し、誰 にで も理解で きる方法で の意 図を理解 させ る。 う とす る場 面 が

活 や り と りで き る よ う に な る 。
・場に応 じて身振 りやサイ ン

増 え て きた 。

動 指さしなど間接的な手段を

用 い る。

特 ・部 活 動 ・所 属 す る 部 活 動 の ス ケ ジ コ.一 ル を ・部顧 問 との連絡 を密 に して ☆部活動は熱心に

別 自 ら確 認 ・管 理 し 、 部 の ル ー ル に 行動 を把握 し、担任 も活動 敢 り組 む が 、 突

活 したがった行動 を して活動 させ の様 子を観 察す る。 然 、 大 声 を 出 す

動 る 。 こ と が あ る 。
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(4)中 学校 の事例2

① 生徒Dの 実態

知的 障害 が軽 度 で、 自閉的傾 向の あ る生 徒の 事例 で あ る。基 本的 身辺 自立は で

きてい るが 、対 人面 、言 葉 の コ ミュニケー シ ョン に課題 が あ った。

小学校1年 生 時、医療 機 関 で 自閉的傾 向を伴 う発 達障 害 との診断 が あ り、小 学

校3年 生 か ら知的 障害 学級 に入級 した。

実 態 把 握 表Oo市oo中 学校
作成 日1平 成0年0月 ○ 日 記入者=OOOO

O年O組 氏名D 担任名OOOO

入 学 ・転入学月 日(平 成O年O月 入 学) 前籍校(OOO学 校 担任名:OOO)

・全体へ向けての話の時、声かけが無い と話 している人 へ視線が向かず姿

生活面 勢が崩れ て しまっている ことが多い。
・身辺 自立はほぼできてい るが、周囲の状況 とは無関係 にマイペース にな

安 全 ・ 健 りがちである。着替えの際、必 要以上に丁寧にたたん で時間 に間 に合わ
康 ・持 ち物

管理 など
なかった り、昼食時 に声か けがない と状祝 に応 じて急 いで食べ ることが

難 しかった りす る。
・休み 時 間 に 、友 達 に 自 分か らか か わ って い くこ とは ほ とん どみ られ ず 、
一 人 で本 を読 ん で い る こ とが多 い 。

・友達 と協力 して仕 事をす るとい う意識は少 ないが、指 示 され たことには

社会性 素直 に従 い、本 人な りに一生懸命 に取 り組む こ とがで きる、
・分 か らない こ と、聞 きた い こ と、話 した い こ とな ど伝 え たい 内容 を本 人

対 人 関係 ・ な りに整 理 して話そ うと努力 してい るが、発音に分 か りに くい部分 もあ
言 語 に よ る

意 思 の 疎

通 ・交流 の

実態等

り、相 手 が 内容 を汲 み取 っ て理 解 す る必 要 が あ る。
・あい さっ 、お 礼 、報 告 等 、基 本 的 に は定 着 して い るが 、は っ き り書 え る

よ うに した い。

【国語 】物語 は、全体 の内容 を理解す るこ とがで きた。登場人物 の気持 ち

学習面 を絵 か ら表現 す ることができた。小学校1,2年 生程度の漢字 を

学 習 した 。

【数学】時計は以前 よ りスムーズ に読 める よ うになった。 「あ と何分で何

時」の質 問にはまだ答 え られ ない。繰 り上が り、繰 り下が りの学

習 を した。正解す る場合 もあるが 、まだ不安定であ る。電卓 を使

っ て計 算 が で き る。

【音楽 】歌は、声かけをすれ ば友達 と一緒 に大 きな声 で歌 える。

1美 術 】絵は奥行 きのあ る作品を描 くことがで き、素早 く仕上 げ られ たが、

やや雑 にな りが ちである。鋸 引き、釘打 ちをあ る程度正確 に行 え

た。 カ ッ ター 、 彫刻 刀等 の教 具 も安 全 に使 用 で き る。

【技術 ・家庭 】指 示 を 聞 い て カ レー を 一 人で 作 り、 手 際 良 く作 業 で き た。

ク ロス ス テ ッチ 刺繍 も製 作 した。リ リア ン編 み のマ フ ラー の作 り

方 を理 解 し、 完成 で きた。

【保健体 剤 ボール を力強 く投げ られた.受 けるのも比較的上手であ る。

タイヤの開脚跳 びができる。

・母親 に評価 され たい と思 う気持 ちが非常に強い。

その他
・友達が注意 されているのを見て、策顔 で教員 に 「怒 る9」と言oて きた り、下校時

に母親に報告 した りす る。
・身体 を動 かす こと よりも、本 を読む など一人で部屋の 中で過 ごすのを好 む。
・ぜ んそ くがあ り、ひ どい ときには運動 を避 ける必要が ある。
・ア トピー性皮膚炎 、花粉症 の症状が ある。
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② 個別の教育支援計画

個別の教育支援計画(表) 固定学級在籍児童・生徒用

本人 ・保 謹 者

ふりがな ooooooO 性 別 生年月日 OO年O月OO日 生lO歳

本人氏名 D 0 保護者氏名 oooo

住 所 〒ooo-oooooooo-ooo-o

電話番号
一

〇〇〇〇-OOO-OOOOI〔oo)手 帳Io級 ・度1(平 成OO年O月 交付)

教育ニーズ

・全体へ向けての話で言葉の意味を理解するのがなかなか難しく、自分のこととして闘くことができないなどの課題がある

ため、コミュニケーションの伸長を図る。

在籍校
OO立OOO中 学校O年0組{級) 学級担任 0000

住 所1〒Q◎o-oooo◎Qoooo-ooo-o 電話番号 OOOO-OOO-OOOO

前籍校等 OO立OOO小 学校O年O組(級 〕 学級担任 OOOOI電 話番号Iooo-oooo

兀'「 昌 』蕊}' :・雌i.、}";灘 嚇 雛 勲 輩編 禰 購 騰 轍 繍 麟 轡 毛晦勲 癒 聾 羅 野 『駕 駕:下 議.、 、-1、1・1≦ ・二II、..悟 幸

本 人
・時間に遅れないようにする。
・花粉症やアトピー性皮膚炎を治したい。

保護者

・あい さっ や お礼 などその場 に応じて使えるようになって欲 しい
。

・身 だしな み、きれ いなこと、汚 いことなどを意識 させたい。
・人 の話 をしっかりと聞いて、その場 に応 じた行 動 坦、素 早く的 確 にできるようになって欲 しい。

[」}差"㌔ 品'ぐ ㌔ 「"

、二二'
轟 孟,肝^・:」 》

・日常生活 における意思伝 達の機能を高める。

・将来の社会生活へ向け、その場に応じた挨拶をすることや身だしなみに気を遭うことができるようにする.

憂 圃鎌 妻:〕ど 羅 わ れ.巻 糞 國:擾響 ヤ罰㌔羅 、:'、 辞

・話し言葉のほか書き言葉やサイン、絵カードなどを使用し意思伝達の機能を高める。
・医師 との連携を行い、服薬等の自己管理を進める。
・家庭 やスイミングクラブ等と連携を密接に行い、その場に応じたあいさつができるようになることや 、身だしなみに注意する
ことを指導する。

一 歪『『一 ∴ 撚'… 圃臨 韓 ・謡 ・講 騰 膨 圃'帰'國 「㌔職 置

・小集 団での学習の中で、具体物や絵カード等を使用するなど、配慮事項を各教科で共通理解し、指導を行う。
・基本的生活習慣の指導について同一の指導ができるように関係諸機 関と連携を図る。

,...'詰_、._,.職 り'躍繍 綴 篠 機 蝋 糞携 蕪 灘 纈 蕪 齢 艶 鵬 灘 蠣1禦 ….`、 、。

家庭生活

支援磯関;担 当者=連 絡先=

支援内容:

支援機関:旭 当者=連 絡先=

支援内容:

余暇・
地域生活

支援搬閾=OOス イミンダ 担当者=OOOOコ ーチ 連絡先;oo-oooo

支援内容:水 泳指導、体力づくり、大会出揚など

支援樋関=OOOOク ラブ 担当者=OOOOク ラブ代表OOOO連 絡先=OO-OOOO

支握内窓=放 課後の余暇活動、井遊び捲導など

医療・健康
/

教育相談

支援機関loooo療 青閲 担当者=主治医oooo連 絡先=oo-oooo

支援内容:脳 岐検査、てんかん薬処方など(年2回)

支援機関:OO市 教育相談所 担当者;就学相談員OOOOさ ん 連緕先;oo-oooo

支援内容=学 校や家庭での過ごL方 などを必要に応じて連絡し、話し合いを般定する。

支援機関:OO病 院 担当者=00匡 師 連絡先=OO-OOOO

支援内容;ア トピー性皮膚炎、花粉症の治療

支援慌関;担 当者:連 路先=

支援内容:

… 。 「'』 謡 出 鼠 、...謝控、轍 二 叢 擾 塗 議{題 銘 録 鎌 繊 嚢 む}、 奪・,・・ 、,,1i∫ 寧1〆 、㌧'「藩 羅 舞 灘 蕪 、"

日時

o月oo
日

参加者)担 任、保護者、特別支援教育
コーディネーター、就学相談員、OOク

ラブ代表

協議内容・引継事項等

諸検査の結果や実態把握等を通して支援課題・支援内容についての話し合いを関係

者でもち、個別の散青実援計画と個別 指導計面の確昭を行った。

作成目 職 ・・年Q月 。・・《塾 ・更新』 黒絃
拉_*学 校長 。 。 。 。

作成担当OOOO
私は、以上の内容を了解 し、写しを支援機関に渡すことに同意しました。

平成OO年O月OO日 氏名OOOO
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③ 個別指導計画 OO立OO中 学校

(障 害 〉知的障害、自閉的傾向
・〈諸 検 査 の 情 報 〉 〈医学 的情 報(配 慮 事項)〉

てんかん *て んかん発作 を起 こす可能性 *脳 波 検 査1無 ・(発 作 波 あ り)

*愛 の手帳4度 あ る. *服 薬1無 ・

{抗 ア レル ギー 剤;ベ ミラ ス トン 朝 夕1催 ず っ)

全 ・穏 や か な 性 格 で基 本 的 生 活 習慣 の 自 立 も で きて 重 ・全体 に 向 け て の 話 や 指 示 を内 容 ま で聞 き取 れ る よ うにす る。

体
い る 。

・ 自 分 の 紐 に 閉 じ こ も ウ て い る こ と が 多 い 。

点

目

・そ の 協 に 合 っ た 検 拶 をす る こ とや 身 だ しなみ に気 を配 れ る。
・興 味 の幅 を 広 げ 、友 達 と も 日常 会話 な どコ ミュ ニケ ー シ ョンが で

像 ・人 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 困 離 力{あ り 、友 達 標 き る よ うにす る。

と会話 の 成 立 が 難 しい。

項 目 長期(年 間)目 標 指導の手だて 評価と今後の課題

日 {基本的生活習慣) ・自分 で 身 だ しなみ を意 識 でき る よ うに† る 。 ・身 だ しな み で 気 に な る点 が あ ・身 だ しなみ を 本 人 だ け で

・衣 服 の 着脱 っ た 場 合 に 、そ の 都度 、芦か け 気付いていくのは現 点で困

指 導 す る。 碓 で あ る が 、 声 か け され た

常 ・時 間 を 意 鷹 して食 べ られ る よ うに す る. ・食 べ物 の 種 類 に よ っ て は食 べ
時 椎 慌 て て 直 す よ うに な っ

て きて い …5。

に くい 、あ るい は好 ま な いな ど ・他 よ り遅 れ 気 味 の 時 は 声

生
・食 事

・滑 潔 等
で 、食 べ終 わ る の に時 問 がか か

りす ぎ る場 面 が あっ た。様 子 を

を掛 け 急 拐 せ た が 、 以 前 の

よ うなao分 以 上 か か る極

見 な が ら声 か け指 導す る。 端 な 遅 れ は な くな っ た 。

活

の

指

く集 団 生 括}
・あ い さう

・言 葉 遣 い等

{学 紐 の 活動)

・朝1郵りの支度

・は っき り した発 音 で あ い さつ 、 お 礼 な どが 言 え

る よ うに な る.

・報 告 等 話 す 内容 を整 理 して、 毒 ちん と伝 え られ

る よ うに す る 。

・挨 捗 、お 礼 は ほぼ 定 著 して い

る が 、発 音 が は っ き り しない 時

に は 直 ぐそ の 場 で言 い直 しを

させ る.
・話 して い るこ とが盛 理 で きず

は っ き りしな い場合 は 、ヒ ン ト

を 与 え な が ら適 切 に言 え る よ

うに 指 導 す る。

奇 そ の 場 に 応 じて 自 £ か ら

で きて い るが 、 も う少 し大

きな 声 で 催 っ き り と 言 わ せ

6よ うに した い。
・本 人 な りに 伝 え よ う とい

う意 厳 茄 明 確 に な っ て き た

よ うで あ る.内 容 もカ}な 切

整 理 して 話せ ろよ うに な っ

導
・係 の 仕 事

・榊 会溺 殉 会

・戸 か け が な くて も迅 速 に行 動 で 音 る よ うに す る。
・自分 か ら仕 事 を 見 付 け 、働 け る よ う にな 石.

・友 連 と一 緒 に 何 か に取 り組 む

と者 に 、自分 か ら仕 事 を発 見 し

て 行 動 す るの は 大変 難 しい の

た 。

古 指 示 内 容 に は 素 直 に 従 い

き ちん と仕 事 が で き た 。 ま・掃 除 等
で 、係 活 動 笛 櫨 そ の場 そ の場 で だ友達 と臨力す る意 謙は青

(給 食 〉 本人に具体的 に指示 を出 し、取 って い な い。
・準 備 ・片 付 け り組 ま せ る.

・聞 く 、 話 す
・全 体 へ の 話 、櫓 示 な ど を集 中 して 座 く聞 く喀 ・具 体物 や 絵 カ ー ド等 を使 用 す ☆視線 粘徐々 に垢 し手の方

国
・読 む

・大 きな 声「で は っ き りと文 を暁 む 。

ろ 。 へ と向 く場 面 が 増 え 他 か ら

比 べ ま だ ま だ 聞 け な い 時 は

多 い 。

瓶
口口

・ 書 く ・自分 の 書 き た い こ と を作 文 で き る よ うにす る。
・日記や 作 文 は なか なか 内 容 が

広 が らな かoた が、日記 へ の コ

メ ン トや 助言 な どで例 え ば こ

うい っ た 内 容 で は ど うか な ど

具 体 的 に 示す.

・日記 の 内 容 を 例 え ば 行 事

の こ と とテ ー マ を 与 え て あ

げ る と意 識 して 書 く こ とが

で きた 。
・助 言 は 必 翼 だ 溺 、 絵 を 見

な が ら文 を き ち ん と 作 石 こ

とが で きた.作 文 も 大 部 書
・文 幸 を 雑 に な ら な い よ うに注 意 し て 丁寧 に 書 け ・文 宅 を急 い で 雑 に書 い て し ま きたい内容を茸識 して書 け
る よ うに す る 、 う傾 向 が あ あの で、表 記 の 時 に る よ うに な っ て い る 。

チ ェ ック して 雑 にな った 場 合 脅文字の衰記 は大人の 目が
は す ぐに 書 き直 しを させ る。 あ る場 合 は しっ か り とで き
・簡 単な漢 字だけの学習ではな るが 、 寧「での 日 記`こ な る と

く、 日常 よ く使 用 す る 漢字 、鍛 雑 に な ウ て しま い が ち で あ

科や行 事に関遷する湊字 も同 る.

時 に 学 習L、 作 文な ど で使 用 さ

せ 覚 え られ る よ うにす る。 最

初 点擦 を な ぞ る こ とか ら始 め

る.

数
・数 量の基碑及び

数 と計算

・繰 り上 が り 、繰 り下 が りの 仕 組 み を理 解 す る。 ・繰 り上 が り、繰 駐下 が りの 仕

組 み を タ イル を用 い て学 器す

・時 々 、 ま だ 誤 答 が あ るが

10の 塊 を 意 識 し て 糠 り
・量 と 測 定 る 。 上 雌 り、 繍 り下 が り と も計

学 ・金 銭 の租 類 、大 小 を正 確 に 理 解 す る。 ま た 、 モ れ を 墓 に3桁 以 上の

計算 に 挑戦 させ る。

算 して お り、 ほ ぼ マ ス ター

で きた よ うで あ ろ.

咽 彫、数量蘭倶

・実 滞

撚 ,㌔へ

特 ・学級 活 動 等 ・苦 手 な こ と 、い や な こ とで も 頑 彊 っ て 敢 り組 め ・惰 掃 時 に 、ゴ ミ仰 分 別 に つ い ・燃 え る ゴ ミ と燃 え な い ゴ

別
る 。 て 、教 員 が か か わ りな が ら指 導

す る.

ミの 分 別 を 嫌 が ら な い よ う

に な っ た 、

活

動
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2通 級指 導 学級 の事例

(1)弱 視 通級 指導 学級

① 児 童Eの 実 態

先 天性 の眼疾 患が あ り、視 力 が低 く視 野 も狭 い。 保 護者 の就労 のた め幼児期 は地 元

の保 育 園 に通 園 して い た。周 りの状況 を見 て とらえに くい ため に動 作 が慎重 で 、 自分

か ら積 極 的 に活 動す る こ とが少 ない。慣 れ てい る友 だ ち とは仲 良 く遊 ぶ。小 学校 入 学

後 、保 護者 か らの希 望 で 、O年 ○月 よ り弱視 通級 指 導学 級 での通 級 に よる指 導 が始 ま

った。 平 日の放課後 は学童保 育 室 に入って い る。 月2回 、 姉 と一緒 に近所 の絵 画教 室

に も通 ってい る。 教科 書や 黒板 の文 字が 見 えに くいた め 、弱視 通級指 導学 級 と在籍 学

級 と連携 を と りなが ら弱視 レンズ の練習 を始 めた。 拡大 教 科書 の使用 につ い て も検 討

中で あ る。

実 態 把 握 表OO立OO小 学校

作成 日=平 成O年 ○月O日 記入者:OOOO

O年O組 氏名E担 任名0000

弱視通級指導学級(○ 年0月 より入級)OO立O学 校 担当者OOOO

生活 面

安全 ・健 康 ・持

ち物管 理 な ど

・見 えに くそ うな ときに教員 が尋 ね る と 「見 えませ ん 」答 え るこ と

が あ る。 自分 か らは発 言 せず 、 じっ と してい る こ とが多 い。

・授 業 や 給食 の準備 、片付 け、 着替 えな どに時 間がか か る。

・普 段 は、声は小 さいが、 日直の あい さつ は、大 きな声 で言 うこ と

が で き る。

社会性

対人関係 ・言語

による意思の疎

通 ・交流の実態

な ど

・休 み 時 間は、同 じ保 育園 か ら入 学 した友達 と一緒 にい るこ とが多

い。

・クラ スの友達 全員 の名 前 と顔 が 一致 して いな い.

運 動 ・動 作

・階段 の手前 です り足に な り、 手す りにつ か まって階段 を下 りる.

・休み 時 間 は教室 内で遊ぶ こ とが 多 い。

・ハ サ ミを使 うとき切取線 を よく見 ない で切 る ことが ある。ハ サ ミ

を使 うこ とに 苦手意識 を もって い る。

学習面

・教 科 書 の 小 さな 文 字 は 見 え に く く 、1字1字 ゆ っ く り と拾 い 読 み を

して い る。

・文 字 は 、 ゆ っ く りだ が き れ い に 書 く。

・一番 前 の 席 か ら 黒 板 に 大 き く書 い た文 字 は 何 とか 読 め て い る。
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② 個別の教育支援計画

個 別の教育支援計 画(表)通 級指導対象児童性 徒用

本人 ・保 護者

ふりがな OOOO
」 .性 別 、 生年月 日 O年0月O日 生IO歳

"

本人氏名 E o 保護者氏名 oooo

住 所 〒ooo-ooooOOOOOOO-O-O

電話番号 OOO-OOOOl(身 障)手帳IO級 ・度1(平 成O年 ○月交付)

教育ニーズ 低視力と視野狭窄による見えにくさがあるために視覚補助具の使い方を習得する必要がある。

在籍校
OO立OO小 学校O年O組(級) 学級担任 0000

住 所1〒ooo-oooooooooo-o 電話番号 ooo-oooo ファクシミリ
looo -oooo

前籍校等 学級担任 電話番号

義瀦 灘薫i融鵜 蓼舞羅騨灘灘灘 難輔獄強囎 離 蕪灘灘 舗 瀦蒙欝 ・顎二=∵.鑑i翻灘i無 鞭i,雪・罫・粥 霧撫;・ ・
・友達をたくさん作りたい。本 人
・単眼鏡やルーペを上手に使えるようになりたい。

保護者 ・弱視であるが、自分の力でいろいろなことに挑戦してほしい。
「'二'箕

.

・視覚補助具の働 ・方を習得し、日常の学習で活用できるようにする。
・安全で状況をとらえやすい生活環境、見やすい学習環境を整えて、意欲的に活動できるようにする。

'∵ 趨鹸 饗i鞍 翻 わ・餐 癒 翼 撲難瓢 熱::.灘 鰍 溝野イ選1讐 讐 搭 ヒ'㌶配.

・弱視通級指導学級での個別及び集団指導。
・見やすさや安全面に配慮した環境整備。

}耀 垂懸 鶴 鉱 議藩鷺 垂癬羅懇i編識誠 讃 艦 畿 繍 灘 繍嚇撒il竃纏灘1蕊 藷 嘉 .藻…=、:為響瀬=嫡 蝋審 ぞ:「購M'.,、1雛 三蝿
・安心してのびのび活動できるように校内の安全面の環境を整える。
・座席の位置や板書、掲示物、プリント等の文字の大きさなどに配慮する。
・準備や片付けなど自分でよく見て確認して行うために必要な時間を確保する。

瓢 臣;疲 　^

1顛撚難
A

轟灘罎
1讐:響
蝿 盤黙1此'・ モ燥 ■細}甫 へ'{

。。立。。_㈱ 響 通鵬 。年 。川 聞 、。。。。 鰍 、。c。σ 。。。。

支援内容=

・目と手の協応性や手指の巧緻性を高める指導。

・単眼鏡.ルーペの操作技術を高める指導。
・自分の障害の特性に気付き、見やすく便利になるように自分から工夫しようとする意欲と態度を青てる指導。
・見えにくさのためにつまずきがちな教科の芋習の補充指導。

家庭生活

実援 機関=00学 童 保 育室 担 当者:OOOO連 絡先:OOOひOOOO

支援 内容:・ 保護者が帰宅するまでの放薩績の時聞に.安 全で安心して活動でき石蜴を周意すも ・友だちとかかわり合って避冠砧 うに支披する。
一 「 「

支援機関:旭 当者:連 絡先二

支援内容:

余暇・
地域生活

実援挽関=00給 画教室 担当者=OOOO連 絡先=OOOO-OOOO

支援内容1・ 生き生きとした自由な表現力を伸ばすように支援する。・友遼の作品を近くで見て鑑賞できるように配慮する。
.

支挫搬関:担 当者:運 絡先;

支援内容;

医療・健康
/

教育相談
等

支援機阻OO大 学病院眼科 担当者:OOOO達 絡先:OOOO-OOOO

支援内奪:・ 定期的な視覚の管理。
.噛 魑 幽 ■■ 騨 ■會 幽,炉".,・.「 ・.,,脚 匂 層 … 冒・ 」 ・ ・ 軸・ ・ 」 軸

支援機関:OO拡 大 写本ボランティア 担当者;OOOO連 絡先:OOOO-OOOO

支援内容;・ 授業で使用する教科書の拡大写本を作成する。
、
'

調 」.F
,F 欝,㌔憲 ∴,ヂ 趣 ざ 計臥ゴ勘 〆∫蕊 撫 嵯識撫欝徳琶鎌鰻 バ轡 ぎ興 墨 ～{'∵ ・、占7藁.熱1、

・年度当初、学校や学童保育室で安全面の環境整備を行い、事故やけががなく本人も安心して生活できた。
・通級指導学級との連携により、学校の授業で単眼鏡を使い始めた。

『ご髄' 一' 一 ・'㌦ 宝∵ ・ 響i
、・粛

7'.'艸 ヘチ㌔ ・ ㌦}"・,・'

日時 参加者)保 護者(OOOO)在 籍校
(OOOO)弱 視通級指導学級
(OOOO)学 童保育室(OOOO)

協議内容・引継事項等:環 境面の安全点検と、周りの友達に見え
にくさによる困難を理解してもらうための働きかけが大切であることを

話し合った。

作成 日 平成O年O月O曰 く留槻 ・更新(回)〉
OO区 ・市町村立****学 校長OOOO

作成担当OOOO
私は、以上の内容を了解し、写しを支援機関に渡すことに同意しました。

平成O年O月O日 氏名OOOO
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③ 個別指導計画

00立OO小 学校

個別指導計画(O学 期用)

鼻 り が な

氏 名 E
性別

o

在籍学級

担任氏名
o年o組
ooOO

「'..5.'.・ 「n・ ・'

,,',　 ,'・'・.・』 …{睾 、 ・・.・.;べ

本 人
・友達 をた くさん作 りたい。

・単 眼鏡や ルーペ を上手 に使 えるよ うにな りたい。

保 護 者 ・弱視 であ るが、 自分のカで いろい ろなこ とに挑戦 して ほ しい.

雛囎囎灘 薦翻懸難鎌簑譲鍵 難難 難騰綴灘購購　鰹 難羅馨華難肇灘霞
騨指勲 箏櫃灘謹誕揮

甜

学
習

・正 しく文字や

文を読み書きす

る。

・板書の文字は大 きくはっき り、声に出 して翫み ながら書 く。 ☆ 日常の授業の中で

分か りやす く指導す
る。

・言葉かけをこまめ

にしなくてもルーペ

を使 うようになって

きた。

・正 しく見 えてい るか どうか尋ねた り本人の行動か ら確認 した りする.

・弱視通紐指導学級 と連携 を とりなが ら、単眼鏡やルーペ を授業の中で

旋 うよ うに言葉 をかけて促 して いく。

r円

運
動

・

動

作

・手指を使った

活動をあきらめ

ずに最後までや
り通す。

・保護者 と連携 をとり、本人力竃使いやすい道具や 日用品 を用意 して もら

う。

・連絡表等を活用す

ることで、 日用品の
忘れ物が少なくなっ
た。

b

生
活

・学習の準備や

片付けを手際よ

く行 う。

・道具箱や机 、ロッカーな どを整理 しやすい よ うに、時 々本人 と一緒に

点検す る.
☆朝 の会 、帰 りの会

の前後 の時間で 、こ

まめに指導す る。

・机 の中が整理 され

るよ うになった。

_■.

・ある程度 の時間が かかって も一人で行えるよ うに、待 ち,励 ます。

対
人
関
係

・いろい ろな友

達 との活動 を楽

しむ。

・グルー プ活動や係活動のメ ンバー構成 を工夫す る。特 に、体青 の運動

遊びの時 聞を活用す る。

☆気 の合 う友達 とグ

ループ を形成す る。

・少 しずつで はある

が 自分か ら仲 間に入'「
ろ うとす るよ うに

なった.

國廿

■ 」 ■ ■,■.r「 一 一 「

学
級
経
営

・他 の児 童への

理解 を図 る。

1

・必要に応 じて弱視通毅指導学紐担任 と連携 を とり.弱 視の障害理解教

青の話 をす る機 会を設ける。
☆在籍する学級で障

害についての話をす

る

・周 りの児童がEに

かかわる機会が多く
なってきた。

・日ごろか ら 「お願い します」 「あ りがとう」 「ごめんな さい」を気持

ちよく言い合 える学紐づ く りをす る。髄h圃h
.

牌 昌卜』.F一 」.一一 凹.一.一

・自分から単眼鏡やルーペを授業の中で使えるようになる.
・危険な場所を避けるなど周囲の状況に気遣い、安全な学校生活を送る。
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(2)難 聴 通級 指導 学級 の事 例

① 児童Fの 実態

両耳 に 中～高度 の 聴力 損失 が あ り、日常的 な雷葉 の力が 不足 して いる こ とか ら、

週2回 の通 級指導 を行 ってい る児 童で あ る。 入級 当初 は、環 境の変化 に親 子 共 々

不安 定 な状 態 が見 られ たが、 現在 は、 言葉 のカ も付 いて きた。 ま た、大 好 き なサ

ッカー 少年 団 に入 団 し、補聴 器 をつけ て試合 に参加 して い る。 地 域の ス ポー ッ

少 年 団な どに補聴 器 を装 用 した児 童が入 団 した ことは、 これ まで になか った ため 、

理 解 を得 る こ とや 、補 聴器 や き こえの特 性 につ い て理解 を 図 って い く こ とな ど、

地 域 との連 携が今 後 の課題 で あ る。

実 態 把 握 表

作成 日:平 成O年O月0日

難聴通級指 導学級(○ 年0月 より入級)

生活 面

安全 ・健 康 ・持

ち物 管理 等

社会 性

対 人 関係 ・言 語

に よ る意 思 の疎

通 ・交流 の 実態

な ど

00立OO小 学校

記入者 ・OOOO

・基本 的 なあ い さつ を恥 ずか しが ってで きない こ ともある。

・宿題 や持 ち物 は忘れ た こ とが ほ とん どない。
・衣服 の着 替 えはで き るが 、洋 服 を きち ん とた たむ ことは難 しい 。

・友達 との関係 は友 好 的で 、休 み時 間 には遊 びの輪 に入 って仲 良 く

遊 んで い る。
・分 か らない と何 度 も聞 くた めに 、友 達か ら多少嫌 が られ る とき も

ある。

1国 語 】漢字 の習 得 はで きて い る。読 解 問題 では選択肢 がない と答

え られな い。 読解 問題 につ まず きがみ られ る。

1算 数 】計 算 問題 は で き るが、文 章 題 では 手助 けが必 要で ある。 図

形の 作図 は 、苦 手で あ る。

【理 科 】意 欲 的に取 り組 ん でい る。特 に生 き物へ の興 味 ・関心 が高

い 。

【社 会 】地 域 の店 調 べ では 、調べ た こ とを新 聞にす るこ とが分 か ら

な い。

【音 楽 】 リズ ムを とる こ とが難 しく、 ワンテ ンポ遅れ て しま う。

【その他1学 習全般 へ の意欲 は高 い。積極 的 に授 業に参加 してい る

漢字 の習 得 はで きて い る。読解 問題 で は選択肢 がな い と答

え るの は難 しい。

【図 画工作1絵 の描 写 で は細 か い部 分 に もよ く気 が付 いた。工作 は

苦 手 であ る。

【体 育1運 動能 力 は高 く、 ボール 運 動 が特 に優 れ てい る。
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② 個別の教育支援計画

個別の教育支援計画(表) 通級指導対象児童・生徒用

ふりがな OOOOOO 性 別 生年月口 O年O月O日 生1

本人氏名 F o 保護者氏名 0000

住 所 〒oooooooOOOO-OO-00
本人 ・保 護 老

電話番号 000-OOOOk身 障)手 帳Io級 ・度1(平成O年O月 交付「

教育ニーズ 難聴に伴うことばの遅れがあるため、難聴通級指導学級での通級指導が必要である。

在籍校
OO区 立OO小 学校O年O組(級) 学級担任 OOOO

住 所1〒oooooooOOOOO-OO-CO 電話番号 ooo」roooo ファクシミリ OOQ-OOOO

前籍校等 学級担任 電話番号

、 、、 い 帽 翠鰐 観 在 栂 来{鋤 も、劒 驚 麺[一 ㌔ ㌔

本 人 ・勉 強も頑張りたいし、サッカーも頑張りたい。将来はサッカーの強い中学校へ進みたい。

保護者
・難聴というハンデ に負 けずに、何事にも意欲的に取り組んでほしい.
・サッカーをやりたいという気持ちを大事に育てていきたい。

欝 ㌦ 餅__此.,L』 徽 三隣 ∴二支 雅 鷲の:鵡 騰,忠 、.前 畳 許
・学年相応の学習に必要な言語能力を身に付ける.
・自己の 目標 に向かって生き生きと物事に取り組めるようにする.
"

.㌔1、 捻撒 蟹警劉 必 要 と思わ れ る支 援 …醸灘寝鰍 τ囎 郷1玉
・難聴通級指導学級での個別及びグループによる指導を行う。
・「サッカーも勉強も頑張りたい」という児童の願いを実現できるための環境整備を行う。
・定期 的に通院し、診察を受ける.

蝋『 一 誕 在 籍 狡'の 支 援 曳
.一 蛭毛繊 ゼ蝦 臨

・毎年砲認のため、全教職員に児童の聞きにくさ、必要な声かけや提示の仕方について共通理解を図る。
・必要に応 じて、個別の提示や教示 をす ることによ り学習の環境を整 える。

'-町}

、r

㎡ .、 気 摂 捲 麗 の 震 提 、}
縄無 覇

島

鷺
∴

。。区立。。樋 舗 導捌 通鮒 始 。年 。月1担 当者、。。 。。 陣 先,。。。℃ 。。。

支援内容=

・児童の全体的な発達の評価をし、話す 、聞く、読む、書く力を身に付ける。
・個別学習では語いの拡充を図 り、構文力を高める指導を行 う。
・グループ学習 を定期的に行い、話す、聞 く、発表するカを高める指導 を行 う.
・聴力の管理

家庭生活

支援機関=担 当者:連 絡先=

支援内容=

支援機関=担 当者;連 絡先=

支援内蓉=

余暇・
地域生活

支援機関;OOサ7カ ー少年団 担当者;OOOO連 絡先=OOO-OOOO

支援内容=・ ルールをしっかり覚えさせる。周りの児童には、互いに声を出しながらプレーセ行うように働きかける。

支 援機 関=担 当者=oooo連 絡 先=ooo-oooo

支 援内客=楠 聴器をつけていても、活動に支障がないように、頻繁に声かけ等を行い援助す塩 聞こえにくさへの配慮をする.視 旦的な提示をする。

医療 ・健康
/

教育相談
等

支援機関=oo病 院耳鼻咽喉科 担当者;oooo医 師 漣経先=ooo-oooo

支援内容;定 期的な検診

支援機閲=担 当者:連 絡先;

支援内容1'宝 鍵殉容の翻価と課題

支援会議の記録(予定も含む)
旨 ギ

日時O年

0月 ○ 口
参加者)在籍校OO、 通級指導学級
00教 諭、保護者

協議内容・引継事項等)夏の水泳学習を控え、補聴器をはずしても
十分に指示や教示が伝わるための約束にっいて話し合った。

作成 日 平成O年O月O曰 く新規く臣新(1回)〉

OO区 ・市町村立****学 校長OOOO

作成担当OOOO
私は、以上の内容を了解し.写 しを支援機閣に疲すことについて同意しました。

平成O年0月
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支援の記録と評価(裏)
実施時期 担 当 内 容 評 価

HO4.10 校長 、担任 、通級指

導学級OO教 諭 、

母親 、担任 、通級指

導学級OO教 諭

・担任が替わったため、これ まで
の経過や支援 内容 にっ いて通

級指 導学級担 任 と保護者 か ら

情報 を得た。
・ 「個別 の教育支援計画」 「個別

指導 計画」 を策定 ・作成 した。

・聞 こえに くさについ て

の理解 力{深まった。
・通級指導学級 のOO教

諭 との連携深 める必 要

がある。

HO.4,22 通級指導学級QO

教諭

・児 童 の き こえ の こ と、補 聴 器 の

こ とにっ い て 学 級 で指 導 した 。

・ 「聞 こえない」 こ との

意 味が他 の児童 にもよ

くわかった。
・補聴器 を他の児童 もつ

けてみて調節の難 しさ

が分 かった。

HO.5.1 保護者、通級指導学

級OO教 諭 、担任

・ 「個別の教育支援計画」 「個別

指導計画」の共通理解 を図っ

た。

・学級 での聞き取 りの大

変 さがわかうた.

HO.5.16 担任

TT{国 語)

・物語 単元で段落の読み取 りが難

しい。
・TTのO教 諭が選択肢 を出す と選

べ た。

・相手の気持ち を理 解 で

きるよ うに教材の工夫

等 について検討 した。

HO.6,11 ooス ポー ツ少 年

団00コ ー チ 、 担

任 、校 長

・土曜参観 目にOOコ ーチが 、児

童や他 の児童 の様子 を参観に

来 たので、児 童の様子 を聞 き、

学校 での支援 について話 した。

・OOで は、デ ィ7エンスと し

て頑 張 っ て い る児 童 の

様 子 が わ か っ た ので 、

学 校 の活 動 で も活 躍 す

る場 を設 定 して い く。

HO6.23 00病 院 の 言 語 聴

覚 士 、OOス ポー ツ

少 年 団OOコ ー チ 、

通 級 指 導 学 級00

教 諭 、母 親 、担 任 、

コーデ ィネーター

第1回 支援会議
・ 「個別の教育支援計画」を策定

した。
・補聴器 をつ けていて も安全 に運

動 でき るような支援 の仕方 に

つ いて話 し合 った,

・児 童 を取 り巻 く支援 に

ついての共通理解が 図

れ た。安 全ベル トを母

親 が作 り、補聴器が と

れない ことが実際 の試

合で もわか うた。話 し

合 って問題 を解 決す る

ことの重要性 が感 じら

れ た。

HO7.15 通級指導学級00

教諭、担任

・学 期 末 の 評価 につ い て 話 し合

っ た。

・国語の読解力 は、当初

に比 べ る と向 上 して

い る こ とが共 通 理 解

できた。

HOI2.8 通級指導学級00

教諭 、担任

・学 期 末 の評 価 につ い て 話 し合

っ た。

・算数 の文章問題や 図形

の問 題 にっ い て も支

援 をす る 回 数 が減 っ

て き て い る こ と を確

認 した。

HO2.18 OO病 院 の 言 語 聴

覚 士 、ooス ポ ー

ツ 少 年 団OOコ ー

チ 、 通 級 指 導 学 級

OO教 諭 、 母 親 、

担 任 、 特 別 支 援 教

育コーデ ィネーター

第2回 支 援 会 議
・次年度に向けての個別 指導計 画や

個別 の教育支援 計画の作成 ・策 定

準備 を した。
・学校内やサ ッカーチ・一ム内での活

動 の変化 について話 し合 った。

積 極的 に友 達 にか か わ ろ うと し

た り、学習で も読解 力が向上 して

いるこ とを共通理解 した.

～'

・本人は、学習塾 に通い た

い とい う希 望 が あ る の

で、聴覚に確害 のある児

童 を受 け入 れ て くれ る

ところを探す,
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③ 個別指導計画

OO立OO小 学校

個別指導計画(O学 期用)

玩 名 F
性別

o

在籍学級

担任氏名

o年o組
oooo

熟 ・耕 思 蒲 、 弼 『 一 織 響 媒 鰻 雛:　 圃燃'"蟹{'-{"1… 鯉'・

本 人
・勉 強 もが んば りたい し、サ ッカー もがんば りたい。
・将来はサ ッカー の強 い中学校 に進み たい。

保 護 者
・難聴 とい うハンデに負けずに、何事にも意欲的に取り組んでほしい。
・サ ッカーをや りたいとい う気持ちを大事に育てていきたい。

墜 、i懸'町.購 舞灘1 羅藷羅灘 難灘嚢浅: 騰 .懸一難灘 灘 灘ii雛灘灘鑛凝羅灘翻雛醗懸

学
習

■

年齢相応の学習に必

要な言語能力を身に付
ける。

・板 書 を多 く し、 視 覚 的 にわ か る よ うに す る。
・短 冊 を 用 い て 、 新 出語 句 の 指 導 を行 っ た。

・漢字に関心が広が り、語い
が増えた(国 語)。

・絵 カー ドなどを使い、視覚
的に説明 した結果、答 えを出

す時間が早 くなった
(算数)。
・ビデオ教材やパ ソコンなど

の視覚的教材を使用 し、説明

できるようになってきている

(社会).

・リズムを とらえるようにな

った(音 楽).

・質問等の意図を理解 し、課
題に取 り組む時間が早くなっ

た。

・話 す と き は 、 短 い 文 で 区切 る よ うに す る。

L-

・話した内容や指示を理解できたか確認 する。

繭

運
動
・

勧
作

生
活

聞きやすい環境を作

る。

・座 席 を 前 か ら2～3番 目 の 中 央 に す る。 脅教室以外での学習時の支援

体制の設定する。

・説明の内容通 りに迅速に行

動できるようになってきた.

・集会時には本児の近 くで内容を伝 える。

対
人
関
係

自信 をもって生活で き

る よ うにす る。

・できたことを十分認める環境作 りをする。 ・他の児童が積極的にかわる

ようになってきた。

学
級
経
営

通級指導学級での様子
を他児にも伝え、通級
しやすい環境を作 る。

通級指導学級での様子や学習 したことを学習の

に学級全体に伝えてい く.

☆学級活動、道徳の時間を活

用 して、聴覚障害にっいての

理解を図る。

・今まで以上に、他の児童の
発言茄好意的になってきた。

・児童のきこえのことや補聴器のことを他児に

理解できるよう話す。

・年齢相応の学習に必要な言語能力を身に付ける.
・自己の 目標に向かって積極的に物事に取り組めるようになる。
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(3)言 語障 害通級 指 導学級

① 児 童Gの 実態

生 後 ま もな く口唇 口蓋裂 の手術 を行 い、そ の後 も形 成手 術 を繰 り返 して きた。 手術

後 に誤 った構 音 の習慣 が 固定 して しま ったた め、O年O月 よ りO年Q月 まで 、OO病

院 の ロ腔 外科 で言語指 導 を受 けてい た.

小 学校 入 学 に伴い 、OO病 院 か らの紹介 を受 け 、引 き続 き言語 障害 通級指 導 学級 で

の通級 指 導 に よる言語 指導 が始 ま った。 学期 中は 、週1回 、言語 障害 通級指 導学 級 で

の指 導 を受 け、 半年 に1回 病 院 で構 音 の チ ェ ック と次 の手術 に向け ての 予定 を立 て る

な ど、病 院 と言語 障害 通級指 導学級 との連撹 が円 滑に行 わ れた。 ま た、手術後 の 学校

生活 の過 ご し方 な どは 、通級 指導 学級 と在籍 校 との連 携 を深 め る こ とに よって 円滑 に

行 われ た。 病 院 、通級 指 導学級 、在 籍校 の 三者 が 一 堂 に集 ま り、話 し合 いの機 会 を 作

って い くこ とが今後 の課題 であ る。

実 態 把 握 表OO立00小 学校

作成 日:平 成O年O月 ○ 日 記入者=0000

言語障害通級指導学級

(○年O月 より入級)

生 活

安全 ・健康 ・持

ち物 管理 な ど

社会 性

対 人関 係 ・言語

に よる意思 の疎

通 ・交 流 の実態

な ど

・友 達 との 関係 は友好 的 で、休 み時 間 には 遊びの 輪 に入っ て仲 良 く

遊 ん でい る.
・活 動 に消 極的 で 、人 前 ではな かな か 声 を出す ことが で きない。

【国語 】漢 字 、文章 の読み 取 りは学年 相 当のカが あ る。 音読 では発

音 が 誤 る こ とが ある。

1算 数1計 算 、図形 問題 な どは学 年 相 当の力 が ある。

1理 科1実 験 には、積 極 的に参加 しな い。

【社 会 】調 べ学 習 には 、積極 的 に取 り組 む が、発表す るの は苦 手 で

あ る。

【音 楽 】 リズ ム感が よく想 像力 もあ る。歌唱 は気持 ちの 課題 もあ り

声 が小 さい。

【図画工 作 】創造性 があ り、絵 画や 工作 は好 きであ る。

【家庭 】刺繍 や調 理 は、積極 的 に活 動す る。

【体育:走 る 、跳 ぶ な どのカ はや や 低 い。 水泳 は苦 手で ある。
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② 個別の教育支援計画

個別の教育支援計画(表) 通級指導対象児童 ・生徒用

本 人 ・保護 者

ふりがな OOOOOO 性 別 生年月日 O年O月O日 生

本人氏名 G o 保護者氏名 0000

住 所 〒oooooooooooo-oo-oo

電話番号 OOO-OOOOI()手 帳IO紐 ・度1〔 平成 年 月交付)

教育ニーズ 口蓋裂の既往があり、発音の誤りがあるため、言語障盲通級指導学級での通級指導が必要である。

在籍校
OO区 立OO小 学校O年O組 〔級) 学級担任 0000

住 所1〒ooooooooooooo-oo-oo 電話番号 ooo-oooo ファクシミリ ooo-oooo

前籍校等 学級担任 電話番号

Ψ灘懸懸購灘鐵欝纏棄緯雛 慧鋤 瀬i膨灘灘灘 購羅羅 羅 鷺灘 慈
.舞灘 講 、u-

本 人 ・みんなの前でも堂々と発表できるようになりたい。

・小さい頃から入院が多かったので、のびのびと生活できるようにさせたい。保護者

i譲峯羅 轟灘囎囎 騰灘鰭 瀧 説沸、、=,轍 切 絹i∫滞i孟・繭糞纏 譲雛 蕪縫慧懸灘灘購灘 離灘 購購 灘襲
・構音の誤りを改善する。
・自信をもって活動できるようにする。

、「韮麟 藻購 藩藩雍懇 融灘 瓢 灘1譲鍵:励'i躍鵬 勢翻欝轟叢 灘 聯 蹴、。
・言語障害通級指導学級での個別による槽音指導の充実。
・発表する機会を多くする。

'丁蘇 難 榛 海 丁幾 露織 叢 霧雛羅羅懸懇灘i灘 繊雛灘 灘 騰 難 肇

・児童がのびのぴと活動に取 り組めるように、各教科や特別活動で支援する。
・通級指導学級での指導を十分に受けられるように、行事や教科の具体的な配慮をする。

・・…...,鉱 國'講灘螺畿 麗i繊聡 懇 奪箋鍛 鱗ii製 婁:膿1躍畿 蓼:援毫難鰹難難蕪灘 輝騰 纏難灘 灘懸聾、識 翫 毒翻

響 郷_馳:

灘
躍

OO立OO小 通紐柵導学級1通級闇始O年O月1担 当者=ooooI連 絡先=OOO-OOOO

実援内容:

・構音に必要な口腔器官の運動能力を高める。
・構音できる音を増や し、 日常生活に般化 させる。
・医療機関と連携を取り合い、必要なケアを適宜受けられるようにする。

家庭生活

支援機 関;担 当者=連 絡先=

支援 内容:
・● ●畠 圏...■.

支援樋関:担 当者=連 絡先:

支援内容:

余暇 ・
地域生活

...

支援機関:OO学 習塾 担当者=OOOO連 絡先=OOO-OOOO

支援内容:・ 学力の向上を図る
L● 臨■ ■ ■ 願 ■ 冒 騨 冒F雫,r騨F¶ 響,胃,零,冒

支援搬関:担 当者=運 絡先=

支援 内容:

医療・健康
ノ

教育相談
等

支援磯関:OO病 院ロ腔外科 担当者=OOOO先 生 連絡先;OOO-OOOO内 線O

支援内容1口 腔器官の状態の鰹過観察及び手術の計画
,騨r騨 騨",,.雫,,刷,Fr,冒 一冒 一冒-■-■ ■

支援機関;担 当者:連 絡先 二

支援内容:

ギ'『 饗'占 ヤド、'P

「」' "蜘 記
、支 援 内 審 ㊤ 翻 価 表篠 繕.、 こ1'"r_,1蔓:叢i「;麟 鑓購

・通級指導学級との連携により、児童はのびのびと学校生活を送ることができた。特に、委員会では委員長となり、みなの前で、

堂々と発表していた。通級指導学級では、ほぼどの音も正しく構音できるようになり、日常生活での練習に移行した。

.べ 、1.、 嚢"[. .」:i:島職 …1撫 会鎖 朔 曝1蛋 麟 禽 む 〕1・ ゴ 圃圃董 轄_.煮.

日時o年
o月o日

参加者)在 籍校OO、 通級指導学綴OO

教諭、保護者、OO病 院OO(5T)

協議内容・引継事項等)発 表する機会が多くなり、心理的な負担を感じ

ないように配慮しながら自信を持たせていくことを話し合った。

作成 日 平成O年O月O日 く班窺・更新(回)〉

OO区 ・市町村立****学 校長OOOO

作成担当OOOO 一
私は、以上の内容を了解し、写しを支橿機関に渡すことについて同意しました。

平成O年O月O日 氏名OOOO
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③ 個別指導計画

OO立00小 学校

個別指導計画(0学 期用)

氏 名 G
性別 在籍学級 ○年0組

○ 担任氏名 0000

・何事にも積極的に取り組む。
・漢字検定5級 に合格したい。

保 護者 ・小さい頃から入院が多かったので、のびのびと生活できるようにさせたい。

灘

学
習

蟻灘 麹i.華 購轟轟騨鑛羅難翻態'鷹 灘釜雛 雛羅羅義撹灘襲譲灘嚢灘 覆i箋
音読の際に発音を意識せ

ずに堂々と声を出せるよ

うにする。

・音読では友達と斉読の形も負担を少なくする。 ☆毎 日音読練 習をする。

・相手 に伝 えるよ うにゆっ

く りと読む ようになった。

・通級指導学蔽で自信をつけた音は音読の際、気を

付けて聞き、認める声かけをする,

運

動
・

動

作

生

活

対
人

関

係

自信をもって生活できる

ようにする。

・できたことを十分認める環境作りをする。 ☆委員会活動での発表させ

る。

・児童会で堂々と話せるよ

うになった

学

級

経

営

通級指導学級での様子を

他児にも伝え、通級しや

すい環境を作る。

・通級指導学級での様子や学習したことを学習の際に

学級全体に伝えていく、

☆学級活動等で障害につい

話す。

・他の児童のかかわりが多

くなってきた。

学期の鞍標璽
・各教科、特別活動で、のびのびと活動に取り組めるようになる。
・委員会活動で自信をもって取り組めるようになる。
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(4)情 緒 障害通級 指 導学級

① 生徒Hの 実態

小 学 校3年 生時 にOOOOク リニ ックで、情緒 的 な不安 定 を指 摘 され 、朝 と昼 の投

薬 を 開始 した。在 籍校 で の対 人関係 の トラブル は しだ い に減 少 して きたが 、授業 中の

大 声 はあ ま り減少 しなか った。 小 学校6年 生 にな る と トラブル と大 声 は減 少 し、2学

期 よ り投薬 は朝 の1回 とな った。 本人 ・保護 者 とも中学校 で の通 級指 導継続 の希 望 が

あ り就 学(入 級)相 談 の結 果 、00中 学校 の 通級 指 導 学級 へ の入 級 が決 定 した。 主治 医

の判 断 で 中学入学 時 よ り投 薬 はや めて いる。

実 態 把 握 表OO立OO中 学校

作成 日1平 成O年O月O目 記入者lOOOO

O年O組 氏名H 担任名OOOO

情緒障害通級指導学級

(O年O月 より入級)
OO立O中 学校 担当者OOOO

生活面
・元 気 に学校 生活 を過 ごして い る.
・目に付 く こ とは何 にで も興 味 を示す。

安 全 ・健 康 ・持
・靴 の ひ もが ほ どけていた り、 ワイ シ ャツの裾が 出 て いた りして い

ち物管理な ど
る時が あ る。

・偏食 が あ り給食 を残す こ と力監あ る。

社会性
・友 達 に 自分 か らか かわ ろ うと して い る。

・静 か な環境 では、安 定 して い る。

対 人関係 ・言語
・気 に な る こ とが ある と落 ち着 かず 、大 き な声 を出 して しま う。

による意思の疎
・場 面 の状況 が理 解 で きず 、不安 な 表情 を見せ る こ とが ある。

通 ・交 流 の実態

な ど

学習面
・学習 は 、真 面 目に取 り組む が 、授 業 中す ぐに発 言 して しま う。
・周 囲 の音 が気 に な り、集 中で き ない時 が あ る。
・授 業 中 に時 々、急 に 大きな声 を 出す こ とが ある。

1数 学 】計 算力 は あ る。

1理 科 】 実験 は、意欲 的 に取 り組む 。

1保 健 体 育 】体を 動かす活 動 は、苦 手 で ある。

その他
・休 み 時 間 は、一 人で いる こ とが多 い。
・運 動会 へ の苦 手意識 をもち、入 学 直後 か ら運動会 の こ とを気 に し

て い る。

・教科 係 の仕 事は 、積極 的 に行 い、 下校 前 の学級 活動 で は、必ず ク

ラス で教科 の連 絡 を して いる。
・班 で の話 し合い が苦 手で、 一方 的 に話 をす る こ とが ある。
・将 来 は 、 科 学 者 に な りた い と考 え て い る 。
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② 個別の教育支援計画

個別の教育支援計画(表 〉 通級指導対象児童・生徒用

本 人 ・保護 者

ふりがな oooooo 性 別 生年月日 平成O年O月0日 生IO歳
本人氏名 H o 保護者氏名 oooo

住 所 ooooo-o-・o

電話番号 OOO-OOO-00001()手 欄 櫓度1{平 成 年 月交付)

教育ニーズ
・自己表現力が弱く、対人関係をうまくつくれない。
・情緒的な不安定と場面の状況を的櫨につかめないため通級指導が必要である。

在籍校
OOO立OOO中 学校O年O組(級) 学級担任 oooo

住 所1〒oooooooo区ooo-o-o 電話番骨 ooo-oooo ファクシミリ ooo-oooo

前籍校等 OO立OO小 学校 学級担任 oooo 電話番号 ooo-oooo

.'"町.』"ず.← 「"「 蝸1輔^梁 ゴ 、・「'・ 「

・ ㌔; .・,・.・ … 「冥 う'

本 人
・将来は科学者 になりたい.
・友達と上手くっ きあいたい.

保護者

・状況判断ができるようになってほしい.

・自分の気持ちを表現 できるようになってほしい。
・将来は、周 囲の人達 と関係 をもちながら、特技を生かした仕事 についてほしい。

遊麟灘翻繍 蹴 蟹 獲 驚鑓慧 壁 ∴}裏 鎌 砥肇…離構 擁_._麗 熱 デ1で"饗
・在籍校、通級指導学級、地域生活等において、自己有用感と自己評価を高めるように支援をする。
・擁 雛離蝋;1糠 磁'

、舳 魂講灘灘羅鑑 £泌 綴ゴど忠 構難灘 談脇 蜘 票薫 驚1"轡'「 翫,,、
・通紐指 導学級での個別の教育的 支援 を行う。(特にソーシャル スキルトレーニングと自己表現力)
・地域の活動 に家族 モうって参加できるようにする。

・医療機 関との連携を密 にする。
・関心 の高い理 科の学 習の体験機会を増や す。

・'覧'「 「 ワ"

、 轟 雄'

・学級 内の生徒及び校 内の教職 員との信頼関係づ くりをする。
・観覚的 支援 に基づいた学習環境の整備と教材 ・教具 の工夫 をす る。(掲示物 、板書 、座 席位 置、パソコン活用等)

1
,'.'ぎ 國 一 溝;遷_,'『 一".漁 灘 綴,・...'_.

一 「

'

灘灘
i;

・'=・・「薩載 舞齢

・。立。。通㈱ 撒1通 縁騒 。 年 。 月 脳 者・。。o。1灘 先 ・。。一。。。。

支援内容1

◎週1回5時 聞通紐 目標・・コミュニケー一ションスキルの獲得 、自己表 現め育成 、崩 面の理解
・朝と帰りのミーティング(めあての設 定と自己評価 、1分問スピーチと質 疑応 答等)
・敏 科の補 充学 習〔国藷と数 学の基髄 的学習)

家庭生活

支援機関1

支援内容=

OO地 域センター 担当者:OOOO連 絡 先=ooo_oooo

・月1回 .バ ー ベキューやスポーツチャンバラ等に寂族そろって参加する.
L

支援機関1

支援内容.

● 」 ● ■ 邑帽 ■ ■ 邑-■ ■■ ■-■ ■ ■■ ■ ■■ ■-■ 冒■ 一 ■ 幽 ■一 一 冒 山'

担当者:連 縮先:

余暇・

地域生活

支援機関=

支援内容=

oo道 場 担当考:oooo連 絡先:ooo-oooo

週2回 、地填の仲問と合気道を練習†る。
.響 ▼

支援撒関=

支援内容=

.■ ■ ■-匿 冒-■層r冒-■ ■ ■■ ■冒 ■■ ■■.

△ △地 域センター 担当者 …OOOO遮 絡先:OOO-OOOO

・西1回 、科 学教室 に参加 する。

医療・健康
/

教育相談
等

支援機関=

支捜内智1

OOOOク リニック 担当者:OOOO連 絡先:OOO-OOOO

・月1回 の 通院 .発 達謀題 のアドバイスを受けi5酔
.オ 煽 騨 馴 胴昌 噸.■ ・「 「

支援機関=

支援内籍:

■「 隔 ■ 胃 曜 噸,-騨-■ 賢 ■噂,■ ■ ●■-冒 曹-冒 層 層 匿置-響 ■ 層冒-冒 冒-曹 冒 冒-冒 響 冒 置 邑 噸-O邑 賢属 覧L■ ●■ ■ ●.bAφ 騨 鞠

担当者;連 絡先:

襲 』』'ぞ ・響
、'、'・1・1趣 ・。鷺 鞭 ア

r

・月1回 のOO地 域センターでの活動は、家族間のゴミュニケーションを豊かにしている。
・科学教室では、目を輝かせて取り組んでいる。

此'1"…'1研 『

.'玉 ∫ ∫ … 『-「".'… 『'ぜ く=「"罫 「'

"断','冊 、.或 植 卜.心.・_w.・ 、い ・モ≡.姻 無.

日 時
翠雌o年o月o
日

参加者)保 護者、担任、特別支援教育
コーディネーター、通級指導学級OO教

諭、OO地 域センター担当、OO道 場担
当

協議内容・引継事項等

各支援機関での様子を振り返り、支援内容や援助方法につい
て相互に意見交換を行った.

作成 日 平成O年O月O日 〈趣 ・更新(回)〉

区・市町村立****学 校長

作成担当OOOO

私は、以上の内容を了解し、写しを支援機関に渡すことについて同意しました。

平成 年 月 日 氏名
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③ 個別指導計画

OO立OO中 学校

個別指導計画(O学 期用)

凸 り 雌 な

氏 名 H
性別
o

学級
担任氏

O年0組
oooo

・自分 の気持 ちを上手 くコン トロール したい。
・友達 と上手 くつきあいたい。

・将来 は科学者 にな りたい。
Lで りに ょってほ い。

・自分 の気持 ちを表現 で きるよ うに なって ほ しい。保 護 者
・将来 は周 囲の人たち と関係 をもち なが ら、特技 を生か した仕事 にっいてほ しい。

繍灘

学
習

灘 灘 藝鰹

安心感をもって
学習する。

刊　 '…鱗
i耀 購難1繋 灘。購蕪灘灘__一 羅撒 嚢

・授業内の場面設定を明確にする 脅落ち着かず大きな声

を出す場合には2階 の

小教室でクールダウン
させ、授業のない学年

教員が対応する。
・理科以外の授業でも

積極的に発言するよう
になってきた、
・パ ソコンを活用する

機会が増えてきた。

・得意な理科の実験等で賞賛する。

・板書の仕方を工夫する。

■

・総合的な学習の時間のテーマ決定では、科学的な課題にす
ることを指導する.ま た、図鑑やパソコンソフトを活用 し、

視覚的にとらえやすいようにする。

■

運
動

・

動
作

6月 の運動会に

安心 して参加す
る。

・運動会までの練習内容(日 時と場所も)を公かりやす く掲示

する。
☆変更溺ある場合には

個別に声かけをしてか
ら変更する。
☆個別に対応できるよ

う副担任と協力する。
・他の生徒がかかわる

ようになってきた。

1

・学年種目の練習を通 して、学綴内の仲間を育てる。
1

生
活

身だ しなみに気
を付けようとす

る。

・標準服の着こな し方のイラス トを教室内に掲示する。 ☆その都度、 声かけを

す る。
・髪型や服装 に気 を付

け るようにな ってき

た。

・鏡を見て、身だ しなみや服装に気を付けるようにする。

対
人
関
係

学級や班の活動

を通 して仲間意

識をもてるよ う
にする。

・話 し合いの場面では、テーマを掲示 し発言者の発言内容を

簡潔に板書する.
☆クラス全体の中で評

価す る。
☆まだ、簡潔にまとめ
て発表するのは難 し
い。

・課題にあった役割を与え、責任をもってや り遂げようにす

る。

学
級
経
営

見通 しをもって
課題探究学習を

する。
相談できる環境
をつ くる。

・図鑑 や パ ソ コ ン ソ フ トを活 用 させ る。 ・予定を見て
、活 動す

る ようになった。
・国語 の教員 に相 談す

る回数 が増 えた。
・年間の予定をクラスに掲示し、発表会の日時と方法 も記載
しておく。

子 の 女心 て子 『
・困った時 は担任や 教科担 当者に相談 をす る。
・少 しずっ 自分の気持 ちを表現で きるよ うにす る.
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四 研 究 の 成 果 と 課 題

1研 究 の成 果

「個別 の教 育支援 計画 」の 書式 等の 作成 を通 して 、以下 の よ うな課題 を解 決で きる こ と力監

明 らか とな った。

(1)児 童 ・生徒 が必要 とす る支援 を様 々な 生活 場 面で 明確化 で き る。

(2)校 内や 支援 を行 う関係機 関 で児童 ・生徒 につ いて の共通理 解 を図 る こ とがで きるe

(3)教 育 、保健 ・医療 、福祉 、 労働 等 を含 め た新 たな 地域ネ ッ トワー ク を構築 す るこ と

が でき る。

今 回 、開発 した 「個別 の教育 支援 計画Jの2つ の書 式 に関 しては 、事例 にみ るよ うに固

定 学級 や 通級指導 学 級の 児童 ・生徒 の多様 な ケー ス に対 応 で き るこ とが 明確 とな った。対

象 とな る児童 ・生 徒 や具 体的 な教育 ニー ズ に よって は弾力 的 に活 用す る ことも必 要 とな っ

て くるが、事 例 にあ るよ うに、通級 指導 学級 を支援 機 関 と して位 置 付 けてい るた め、「通級

指 導 対 象児童 ・生徒 用」 を工夫す れ ば通 常の小 ・中学校 な どで も利 用 す る こ とが可能 で あ

る。 また、 「個別指 導 計画1と の 関連 では 実例 と して8ケ ー ス を取 り上げた が、 「個別 の 教

育 支援 計画」 が 「個 別指 導計 画」 の充実や 授 業改 善 に も、以 下の よ うに っなが る こ とが 明

確 とな った。

(1)本 人 ・保護 者 の希 望が 明確 にな り、 より具体 的 な 目標 設 定が 可能 とな る。

(2)前 籍校 や 関係機 関 との連携 の中で 、 よ り効 果的 な 指導 が可能 とな る。

(3)支 援機 関の 中で情報 を共 有 でき るので 、 目標 や 手 だて を臨機 応 変 に変更 ・修正 で き

る。

2課 題

多様 な障害種別 や 地域 の特性 に応 じた 支援機 関の種 類 ・機 能はそれ ぞれ 違 いが あ る。

そ のた め 、「個別 の教 育支援 計 画」は 、障害種 別や 地 域 の特性 に合 わせ 、地域 の支援 機 関

と十 分 に検討 を重 ね策定 して い く必要が あ る。

(1)校 内委員 会 の定期 的な 開催

会議設 定が難 しい 中、校 内委 員会 を生 活指 導 委員 会等 の校務 分掌 と連動 させ 、定 期

的 に開催す る必要が あ る。共通 理解 され た 内容 は、 「個別 指導 計画 」 に記載 し、交 流

及 び 共 同学習 の指導 に活 用で き る よ うに してお く必 要が あ る。

(2>特 別 支援 教 育 コー デ ィネー ター の役割

特 別支援 教 育 コー デ ィネー ター が 、校 内 の コ・一デ ィネ ー トを行 う。 また 、特別 支援

教 育に かか わる研修 や通級 指 導学級 や専 門機 関 との 連携 を してい く中 で、専 門性 を 高

めてい く必要 があ る.

(3)在 籍校 の担任 と通級 指 導学 級担 当者 との連 携

現状 では 、通級指 導学 級 の担 当者 が、教 育課 程や 「個 別 指導 計画」の原 案 を作 成 し、

在 籍 校 の担任 に提供 してい る。今後 、在籍校 の担 任 が 中心 とな って、「個別 の教 育支 援

計画 」や 「個 別指導 計画 」 を策定 ・作成 して い くた め には 、い ままで以 上 の連 携 と情

報 交換 が必 要 とな る.ま た、 支援会 議 につ いて も同様 であ る。
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